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河 野 哲 二
(1)は じ め に
 2002年 夏 テキサス大学HRHRC(the Harry Ransom Humanities Re・
search Center)で,主 任学芸員の ピーター ・ミアーズ氏 と助手の レズ リ ・ハ
ーシ ュさんの協力を得て,ロ レンスの絵画及び資料 を調査 した。そ の結果,筆
者が 見たい と思 っていた当大学所蔵 の絵 画作品 と新発見の絵画作 品(2点)を
含 めて.20点 以上を これ までの 「全作品」 に加 えることが可能 になった。そ こ
には ニューメキシコ大学で調査 した もの.ニ ューメキ シコ州 タオスで発見 した
これ までに知 られていなかった2点 も含 まれてい る。 ロレンスの絵画を全て網
羅す る ことは不 可能であ り,今 後 も増 えることは 確実 の状 況であ る。 本論 で
は,筆 者が現在把握 している162点 の芸術作品を基に して,ロ レンスの芸術 活
動 の全貌 なるものを 「読 む」 とい う視点か ら整理す る ことを 目的 としてい る。
本論 の最後に,ロ レンスが 「書簡」 (ケ ンブ リッジ版)に 描いた 「絵」25点 を
付録 として記 してい る。 ロレンス とい う稀有 な作家が 「画家 の 目」を持 ち続け
「色彩言語」 なるものを如何に駆使 して行 ったか とい う視点を強調す ることを
目的 としてい る。本論の時代区分 は随意的 に行 ったに過 ぎず,ロ レンスの経歴
と絵画及び小説作品 との関係を見やす くしたものであ る。 尚,本 論 内の絵画作
品につ けた番号は本論 の最後 の 「参考(ロ レンスの絵画作 品)」 に よる。
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(2)少 年 時 代 一 模 写 の 喜 び 一(1885-1908)
 ロレンスの少年時代は 文学 よ りも絵に 興味を 抱いて 制作に 励んだ ようであ
る。 目下1902年(17歳)頃 か らの作 品 しか分か らないが,今 後 の調査 に よって
は数年 は遡 ることがで きるだろ う。ロ レンスの伝記的小説 『息子 と恋人』(1913
年)の 中で,主 人公 のポールは母親 を喜ばせ るために絵に励 んでいる。 「ポー
ルは油絵の勉強を していた。彼は夜,家 で母親 と2人 だけでいて,絵 を描いて
い るのが好 きだ った。彼はスケ ッチを1枚 すませ ると,そ れをいつ も ミリア ム
に見せに持 って行 った。」(吉 田健一・訳,新 潮文庫)と い う場面が 出て くる。 こ
れは まさに少年時代 の ロ レンス 自身 の姿であ る。その 『息子 と恋人』の中で ミ
リア ムのモデル とな った ジェシー ・チ ェイ ンバ ーズ(Jessie Chambers,1887-
1944)の 姉,メ イ(Muriel May Chambers,1883-1955)は「彼の家 の台所 で
の記憶が甦 ります。食 卓の上に水彩絵の具 と署名帳 を散 らか して,ワ イシャツ
姿 でバ ー ト(ロ レンス)が 猛烈 な勢 いで絵を描 き.ま わ りには彼を崇め る6人
の女 の子 と1人 の男の子がいたのです。彼 らはお互 いに,ク リスマスのために
署名帳に絵を描いてプ レゼ ン トを し合 っていたのです。 ロレンスのお母 さんが
暖炉 のそばに座 っていて,名 言や気の きいた言い返 しを し,私 たちが彼女の息
子 の才能 を讃 えると喜びにあふれてい ま した」 と回想 してい る。 これは ロレン
スが メイの署名帳に 「花に水をや る如雨露 と大雨 の中で傘 を もつ少女」(1)
を描 いた1902年 の記録である。一方,ジ ェシーはr私 記』(D.H. Lawrence, a
personal record, by E. T・,1935.邦 訳, 『若 き日のD.H.ロ レンス』 小西永
倫訳,弥 生選書1977年)の 中で 「ロレンスはいつ も飽 きることな く,余 暇 の
時間を油彩や水彩で花を描 くことに夢中になって過 ごしていました。彼 はたい
てい窓の下にあ るソフ ァーに座 っていて,作 業をす るときには低い声 で歌 って
いま した。仕事の気が散 るとい うことは まった くな く,彼 のまわ りではず っ と
話が 絶 えませ んで した」 と回想 してい るが,こ れは ロレンスが 彼女 のために
「果実(無 花果)」(17)の ス ケ ッチを した1906年 の ことであ る。 ロレンスは イ
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ギ リス 中 部 の 炭 鉱 地 帯 で あ る ノ ッテ ィ ン ガ ム の イ ー ス トウ ッ ド(ヴ ィ ク ト リア
通 り)で 生 ま れ た が,1887年 に 「ブ リー チ」 にご,1891年 に 「ウ ォー カ ー通 り」
に,1902年 に 「リ ン ・ク ロ フ ト」 に 引越 し て い る の で,4番 目 の 家 で これ らを
描 い た こ とに な る。1901年 に ノ ッテ ィ ン ガ ム ・ハ イ ・ス ク ー ル を 卒 業 す る が こ
の 年 にごチ ェ イ ンバ ー ズ 家 を 母 親 と訪 ね,彼 女 た ち と知 り合 い ・ と くに ジ ェ シ ー
とは 恋 仲 に な っ て い き,ロ レ ンス の 文 学 的 成 長 に 大 き な 役 割 を 果 た す こ とに な
る。1902年 に は イ ー ス トウ ッ ドで 見 習 い 教 師(apupil・teacher)を 始 め て い て,
1904年 に は ダ ー ビ シ ャー の教 員 養 成 所(Pupil-Teacher Centre)に 出 向 い て い
る 。1902年 か ら06年 の 頃,ロ レ ンス は 「異 教 徒 た ち」(Pagans)と い う グル ー
プ の リ ー ダ ー とな って い た よ うで,G.H.ネ ヴ ィル(George Henry Neville,
1886-1959)と い う幼 友 達,ジ ェ シ ー の 兄 ア ラ ン以 外 は 女 の 子 ば か りで ・ ロ レ
ンス の 妹 エ イ ダ(Ada Lawrence,1887-1948),婚約(1910年12月3日 婚 約,'
1912年2月4日 解 消)し た 事 の あ るル イ ・バ ロ ウ ズ(Louie Burrows,1888-
1962)iそ れ に キ テ ィ ・ホ ー ル ダ ー ネ ス(Kitty Holderness)ら が 加 わ って い
た 。 当 時 の 少 年 少 女 た ち は た い て い 「署 名 帳 」(Autograph Album)な る も
の を 持 っ て い て,彼 らは お 互 い の 署 名 帳 に,絵 や 詩 を 書 き込 ん で い た よ うで あ
る。 こ の 頃 は 女 性 が 教 養 と して あ るい は た し な み と して,絵 を 描 い た り,刺 繍
を した りす る こ とが 一 般 的 で あ っ た よ うで,ロ レ ンス は 多 くの 女 性 た ち に 囲 ま
れ,女 性 た ち の 中 心 的 存 在 で あ っ た わ け で,環 境 的 な 面 か ら鑑 み て も 当 然 の こ
とで あ った 。 し た が っ て ロ レ ンス は,女 性 た ち の よ うに,花 を 描 き,絵 葉 書 や
雑 誌 の 複 製 画 か ら模 写 し,こ の 「署 名 帳 」 以 外 に も,ほ と ん ど誰 か の 誕 生 日の
贈 り物,あ るい は ク リス`?ス ・プ レゼ ン トと して 描 い て い る 。 と くに 「ず ぶ ぬ
れ の 愉 快 な 猫 と 向 日葵 の 花 」 「3匹 の 犬 」(4)は 当 時 の 『少 年 自身 』(The
Boy's Ozvn Paper)と い う週 刊 マ ガ ジ ンか ら模 写 した ル イ ス ・ウエ イ ン(Louis
Wain,1860-1939)の漫 画 で あ る こ とが 分 か り,ロ レ ンス の 模 写 力 を 知 る手 が
か りに な る(1900年11月24日 号,128頁)。 因 み に,同 誌 の1901年2月23日 号 の
表 紙 に は 「炭 坑 事 故 」 が 描 か れ て お り,筆 者 は き っ と ロ レ ンス が1928年 に 描 い
た 「炭 坑 事 故 」(139)は そ の 記 憶)'YYLよる も の だ ろ うと推 測 し て い る。 そ れ に ご
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の 雑 誌 に は 「クモ 」 「蜂 」 な どの 昆 虫 図 が 数 多 く描 か れ て い て,ロ レ ンス の詩
(「蚊 」 に つ い て は4箇 所, 「蜂 」 に つ い て は30箇 所)や, rG. H.Burrows
の 紋 章 」(19),「 蚊 と蜂 の 絵 」(39),「 乳 白 色 の 女 と黒 くス ス で 汚 れ た 鍛 冶 屋 」
(140)な どの 絵 を 類 推 して み る こ と もで き よ う。 そ の 他、 こ の 頃,お そ ら く ロ
レ ンス は 家 具 や 小 物 類 に も装 飾 的 な こ とを 手 が け て い る 。 言 うま で も な く 自伝
性 の 強 い 『息 子 と恋 人 』 の 中 で,ポ ー ル は 絵 を 描 い て い て,1等 賞 を 取 る場 面
(第10章)が 描 か れ て い る。 興 味 深 い の は ロ レ ンス の 友 人,リ チ ャ ー ド ・オ ー
ル デ ィ ン トン(Richard Aldington,1892-1962)の指 摘 で あ る。 「彼 が 絵 を 描
くの を,お そ ら く織 物 工 場 の 図 案 を 描 い て 金 を も うけ て くれ るだ ろ う と の希 望
か ら,奨 励し た の は 母 親 で あ った 。 と こ ろ が,真 の 作 家 に な るべ く彼 を 励 ま
した の は ジ ェ シ ー で あ った 。」 (Richard Aldington,.PortraitげaGenius,
but...,London:Heinemann,1951, P.45)と,彼 は 書 い て い るが,そ うい え
ぽ,ジ ェ シ ー の 『私 記 』 に は ほ とん ど絵 の こ と は 出 て こ な い 。 ル イ ・バ ロ ウ ズ
にご宛 て た 手 紙(Lawrence in Love, ed. by James T.Boulton, University of
Nottingham,1968.邦 訳 『ロ レ ンス ・愛 の 手 紙 』 筑 摩 叢 書225,伊 藤 礼 訳,1976
年)で ロ レ ンス は 絵 に つ い て 多 くを 語 って い る。 い ず れ に し て も ロ レ ンス を 作
家 と し て 船 出 させ る役 を 果 た した の は ジ ェ シ ーにご他 な らな か っ た 。
 ロ レ ンス の模 写 活 動 はG.ネ ヴ ィル が 回 想 して い る よ うに,「 人 物 を 好 まず,
花 の 静 物 画,ヨ ヅ トの い る海 の 光 景,オ ラ ン ダ の水 車 の あ る風 景 を も っば ら好
ん で 描 い た 」(G.H.Neville, A Memoir of D.H. Lawrence, The Betrayal,
ed. by Carl Baron, Cambridge University Press,1981, P.77)こ とが 分 か る
が, 『白 孔 雀 』(1911年)の 中 で,シ リル(ロ レ ンス)が ジ ョ ・ージ の 結 婚 祝 い
に 絵 を 贈 る場 面 と して 生 き生 き と描 か れ る。
「これがぼ くの結婚祝いだ!」
私(シ リル)は4枚 の大 きな水彩画を彼(ジ ョージ)の 前に立てかけた。
それは ミルの池や野原の絵だった。灰色の雨と黄昏の風景,そ れか ら陽が
黄金色に降 り注 ぐ霧の朝 と,盛 夏の昼の静かな池の絵だった。
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(『白孔雀』,伊 藤礼訳,第3部 ・第1章 。)
ロ レ ンス の妹 エ イ ダが 「何 か を 書 く前 に 必 ず 絵 を 描 い て い た 」(Young Lひ
renzo, Early Life of D. H. Lawrence, Florence:Orioli,1931)と回 想 して
い るが,こ の こ とか ら して も,初 期 の 頃 か ら ロ レ ンス の絵 画 と小 説 との 関 係 は
切 っ て も切 り離 せ な い と言 う こ とが で き る だ ろ う。 ロ レ ンス の絵 に 限 りな く文
学 が 濃 厚 に 付 き ま と う所 以 で あ る。 ロ レ ンス は21歳 の 誕 生 日の 贈 り物 と して,
チ ェ イ ン ノミー ズ 家 か ら ス チ ュ ー デ ィ オ 版 『イ ギ リス 水 彩 画 選 集 』(English
Water-(olour, ed. by Charles Holm, Studio,1902)の8巻の うち6巻 を 贈
られ る(『 私 記 』116-17頁)。 ロ レ ンス は そ の 中 か ら4枚 の 絵 を 模 写 した こ と
が 分 か っ て い る がTそ の こ とに つ い て 「絵 を 作 る喜 び 」(`Making Pictures',
1929)と い うエ ッセ イ の 中 で 次 の よ うな 回 想 を 書 き記 して い る。
 ば くは他人の絵を模写す ることか ら描 くことを学んだ。たいていは複製
画か らであ り,と きには写真か らだ った。子 どもの頃,ぼ くは どんなにそ
うす る ことで夢中にな った ことか!何 かの雑誌 の価値 もない複製画を模写
した。ほ とん ど乾性水彩で一筆一筆,一 度に半 イ ンチ四方を塗 り,1イ ン
チ四方を完全に仕上げ,一 種 のモザイ クを繋 ぐようにすす めていき,大 雑
把 に塗 ることなんて ことは微塵 だに考 えてはい なか った。何時間にもわ た
る猛烈 な集 中力,イ ンチ ごとに進 めてい く,や り方 としては間違 いだ。そ
れで も仕上 げた とき,首 尾 よ く仕上が ったぼ く自身 の模写には何かあ るも
のが感 じられ,ぼ くに とっては喜びだ った。 ……
 意欲が募 るにつれて,リ ー ダーの描 いた風景画,フ ランク・ブラ ング ィン
の漫 画の ような絵,そ れに ピーター・デ ・ウ ィン トや ガーテ ィンの水彩画を
模写 した。ば くの若い頃 にスチ ューデ ィオ社が 出版 した8巻 本に掲載 され
ているイギ リス水彩画家 の絵 には感謝 して も感謝 し切れない ものが ある。
8巻 の うち6巻 だけを持 っていたが,ば くには非常に貴重な ものだ った。
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の ち に ロ レ ンス は 自分 の 模 写 活 動 に つ い て,ア ー ネ ス ト ・コ リ ン グ ズ(Ernest
Collings,1882-1932)とい う画 家 に 宛 て た1912年12月24日 付 け の 手 紙 で,「 ま
った くの 素 人 だ け ど,僕 自身 水 彩 画 を や っ て い る。 で も忌 まわ しい 感 情 面 で の
執 筆 で魂 を す り減 ら し た あ と で,模 写 で もい い か らち ょっ と絵 を 描 く と,と て
も心 が や す ま る こ とが 分 か っ た の だ 。 素 敵 な ピ ー タ ー ・デ ・ウ ィ ン トの 絵 を 模
写 す る の は ぼ くの で き る慰 め だ し,フ ラ ン ク ・ブ ラ ン グ ィ ンの 絵 を模 写 す る の
は 喜 び だ し,リ フ レ ッ シ ュで き る。」 と書 い て い る こ と も,先 述 した エ イ ダ の
回 想 と 併 せ て 参 考 に な るだ ろ う。 因 み に,ア ー ネ ス ト ・コ リ ン グ ズ と の 関 係
は,ロ レ ンス の 絵 画 活 動 に お い て 大 き な影 響 を も た らす こ とに な る の だ が,コ
リ ン グ ズ は1912年 に,彼 の イ ラス ト入 りの 『歌 の 女 王 サ ッホ ー』(Sappho, The
Queen of Song, arranged by J. R. Tutin, illustrations from pictures in
water-colours by Ernest H. R. Collings,1910)を 贈 呈 して い て,ロ レ ンス
よ り年 上 で あ る に も か か わ らず,『 輪 郭 一 素 描 集 』(Outl ines, A IBo罐(if Dra一
wing95,London:Co・operative Printing Society Limited,1914)の 上 梓 に 際
して,30歳 に も満 た な い ロ レ ンス に 捧 げ て 扉 にrD.H.ロ レ ンス に(ToD.H.
Lawrence)」 と記 して い る。 「ぼ くの 偉 大 な 宗 教 は,血 と肉 を 信 じ る こ とで あ
る。」 (1913.1.14)と い う意 義 深 い 手 紙 も彼 に 書 い た もの で あ る。
ロ レ ンス がrイ ギ リス 水 彩 画 選 集 』 か ら模 写 した と分 か る も の は,目 下, 「イ
タ リア の 風 景 」(32), 「収 穫 」(33), r羊 の 番 を す る羊 飼 い」(40), 「オ レ ン
ジ 市 場 」(42)の4点 で あ る。 そ れ 以 外 に 同 時 期 の 『イ ギ リス 国 画 集 』(The
Nation'5 Pictures)か ら 「海 景 色 」(25), 「風 景 」(26), 「樹 木 」(27), 「夕
日の 中 の 牛 」(28)の4点,『 ロ イ ヤ ル ・ス コテ ィ ッ シ ュ ・ア カ デ ミー 』(.Royal
Scotish Academy, special siring number of The Studio,1907)か ら 「薪
拾 い 」(31),『 王 立 ア カ デ ミー 水 彩 画 家 選 集 』(lnstitute of Painters in Water・
Colours, The Studio, special number, spring 1906)か ら 「漁 夫 の 妻 」(47)
を 模 写 した こ とが 判 明 して い る 。 ロ レ ンス に よる と 「自然 の 対 象 か ら」 描 く
と, 「視 覚 的 に 見 つ め る こ とに な り」,自 分 自身 の 「直 感 的 な 幻 視 的 ヴ ィ ジ ョ
ン」 を 失 っ て し ま う と考 え た よ うで あ る 。 彼 は い わ ゆ る専 門 的 な 芸 術 教 育 を 受
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けなか ったが,そ の ことが ロ レンスの場合 は功を奏 している。知識 ではな く,
直感的に,生 命その ものを絵 の中に注 ぎこみたい とい う思いか ら模写を し,そ
の結果 オ リジナル とは無縁の彼 自身 の ヴィジ ョンに基づいて彩色 を施 した と説
明 している(「 絵 を作 る喜 び」 より)。
(3) ロ ン ド ン 時 代,美 術 館 見 学,フ リ ー ダ と の 逃 避 行(1908-1913)
 ロ レンスが 模写活動に 専念 し,内 容的に 発展 させてい くのは1908年10月 以
降 ロン ドンの クロイ ドンにあ るダ ヴィッ ドソン通 り小学校で教師を始 めて,
1912年2月 に教師を辞 め,作 家 として船 出す る頃 の ことだ った。すでに1906年
のイースターには最初 の長編小説 『白孔雀』 (1911年)を 手がけてお り,1908
年 には第2稿 を終 わ らせていた。1910年 の5月 にはr侵 入者』(1912年)を,秋
にはr息 子 と恋人』(1913年)を 書 きは じめ,12月9日 に母が死んだ。 ロン ドン
に 出てか ら,彼 は ロイヤル ・アカデ ミー(1909年2月9日 付けのル イに宛てた
手紙),ダ リッチ ・アー ト・ギ ャラ リー(1909年3月28日 付けのル イに宛てた手
紙),ナ シ ョナル ・ギ ャラ リー(1909年6月30日 付けのル イに宛てた手紙),テ
イ ト・ギ ャラ リー(同 じく1909年6月30日 付けのルイに宛てた手紙)な どに赴
き,絵 画に関す る知識を深 めて行 ってい る。 この頃 の ロレンスの言説 として,
小学校 の同僚 のヘ レン ・コー ク(Helen Corke,1882-1978)),rY`.当 てた手紙に 「印
象主義 と独断主義についてのあ なたの非難 を認 めます。突然 色彩 と陰影 にみ
ちたひ とつの世界で,ぼ くはひ とつの色彩 を見 るのです。そ の色彩がぼ くの網
膜上で震 えているのです。ぼ くはその色彩 の中に刷毛を浸 し,そ して言 うので
す。 『見 よ!こ れが色彩だ。』」 と書いている(1909年6月)。 また1909年11月
20日 付けのル イに宛てた手紙 で,知 遇 を得たエズ ラ ・パ ウン ド(Ezra Pound,
1885-1972)に ついて 「彼の神は美だが,ぼ くの神 は生命だ」と自分 との違 いを
明確に している。ロ レンスは明 らかに 「生 の哲学」を貫 く決意を固めつつあ り,
模写 した絵 の彩色に 「生命 の輝 き」 を描 出 しようとしてエネルギーを注いでい
る。そ の表れ として 『息子 と恋人』 の中で,ポ ールは ミリアムか ら自分 のスヶ
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ッチ した ものに対 して 「この絵が ど うして こんなに好 きなのか しら」 と告げ ら
れ,次 の よ うに語 る場面があ り,ロ レンスの絵に対す る思いの一面が見 られ る。
 「それは この絵 の中に まった く影 とい うものがないか らだ よ。 まるでぼ
くが木の葉や,あ た りの微光を放つ原形質だけを描いて形の硬直 した もの
を描かなかったので,こ の絵は微光を放 っているんだ。ただ この微光を放
つ輝 きだ けが本 当の生命なんだ。形 は死 んだ抜け殻 なんだ。輝 きこそ本当
の中身 なんだ。」
 ミリアムは,小 指を 口の中に入れて,彼(ポ ール)の 言 った ことを熟考
しようとした。彼 の言 った ことが彼女に生命の感 じを もた らした。そ して
それ までになん とも思 っていなか った ものが生 き生 きとした ものになって
感 じられた。彼女 は,彼 の,も が くような,そ の抽象的 な言葉に潜む意 味
を探そ うと努 力 した。そ して,そ の言葉に よって,彼 女は 自分 が愛す る対
象を明確 にす ることがで きた。
 ある 日,ポ ールが西 のほ うか ら夕焼けの赤い輝 きを受 けた松 の木を描 い
ているそばに坐 っていた。彼は一言 もしゃべ らず に描いていた。
 「これだ!」 彼 は突然言 った。 「これが描 きたか ったんだ。 ほ ら見て ご
らん。松 の木の幹 とい うよ りも,あ の暗闇 の中で炎 とな って燃 えている赤
い石炭 の塊の ようじゃないか。あの神の燃 える藪 だろ,燃 え切 って しま う
ことが決 してない とい う。あれだ よ。」
 ミリアムはその絵を見て,怖 くなった。 しか し松の木 は 彼女 には 素敵
で,く っき りと描かれ ていた。
              (The Cambridge Edition, pp.182-83.)
 一方文学 との関係で,当 時の ラフ ァエル前派 の流行 も無視す るわけにはいか
ない。 ロレンスは ラフ ァエル前派の絵 に少なか らず反応 している。 『白孔雀』
は 「小説 の書 き方」 は もとよ り,芸 術においても,ラ フ ァエル前派の絵画 との
格闘のためにあ った と言 って よい。いわ ゆる 「精神性の高い女性」 とラフ ァエ
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ル前派 の絵画に描 かれた女性 とを 同一視 して とらえていた ようであ る。 ロレン
スが ジ ェシーの ことを 「ラフ ァエル前派の女だ」 (『私記』,127頁)と 言 って
い ることか らも分か るが,そ れはr白 孔雀』 の レテ ィの 「白孔雀 の よ うな」 高
慢性, 『侵入者』 (1912年)の ヘ レナに見 る 「夢見 る女」,後 のr恋 する女た
ち』 (1920年)の ハーマイ オ ニとい う女性の描写 などにも見 られ るし,同 様に
自意識 の強い女性に対 して 「アマ ゾンの女」 とい う表現を してい くことに もな
る。 この ように ロレンスの文学的発展 と同時に 模写活動 も展開 してい く。す な
わち,ロ レンスの小説 に見 るいわゆ る 「女 との戦い」 の原型 は ラフ ァエル前派
の絵 にあ った とい え よう。
 折 りしも1908年 に,リ ヴ ァプール在住 の友人 ブランチ ・ジ ェニ ングズ(Bran-
che Jennings,1881-1944)か ら貰 ったモー リス ・グライフェ ンハ 一ーゲ ン(Mau・
rice Greiffenhagen,1862-1931)の「牧歌」(44,45,48,49)の 絵葉書を模写
す る頃か ら,人 物模写への興味が深 まってい くことになる(「 牧歌」は 『イギ
リス国画集』 〈1901年 〉に も複製画が収録 されてお り,そ こか ら模写 した可能
性 もあ るが,少 な くとも最初 の模写は ブラ ンチの贈 った絵葉書か らだ と思われ
る)。 モー リス ・グライフェンハ ーゲ ンは ラファエル前派 のD.G.ロ セ ッテ ィ
(Dante Gabriel Rossetti,1828-82)を 私淑 していたR. A.(Royal Academy)
の画家 で,こ の 「牧歌」に描かれた男 と女の姿は,ロ レンスにはいわゆ る当時
の,精 神性の勝 った 「当世の恋人」 のイメージとして感 じられた よ うである。
r白 孔雀』 の中に も登場 し,ど きどきしなが らジ ョージが レテ ィに見せ る場面
は重要 な場面であるが,そ の前に,後 に 「春の陰駿」(`The Shade of Spring')
と改題 され る 「当世 の恋人」(`Modern Lover')と い う短編 を書いていて,そ
こで,こ の絵 のイメージとして 「物陰で番人が恋人 の喉 に 口を当てているのが
見 えたが,女 はのけぞ り,髪 が ほ どけて,そ のため暗褐色の荒縄みたいな髪 の
毛が一本,彼 の素肌の上 にかか っていた」 と描出 されている。一種 ラファエル
前派の好 んだ主題であるフ ァム ・フ ァタール的 な女 として捉 え られ て い る。
G.ネ ヴィルの回想 として興味深い逸話があ るので触れ てお こ う。彼は 「牧歌」
の模写 を している ロレンスの 目撃証言を してい るのだ。絵 の中の男の姿が痩せ
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こけ て い た た め,ネ ヴ ィル は ロ レ ンス の 目の 前 で 裸 に な って 「よ く見 ろ よ,こ
れ が 男 の 姿 だ!」 と 自分 の 筋 肉 を 示 した ら しい 。 彼 との 関 係 は 『白孔 雀 』 の シ
リル と ジ ョー ジ の 関 係 に も見 られ よ う。 ロ レ ンス の 「男 の 肉 体 像 」 に 対 す る意
識 の 出 発 点 と見 れ ば 興 味 深 い 逸 話 で あ る 。 さ らに 彼 の 証 言 に よ る と 「牧 歌 」 の
模 写 あ た りか ら 「女 の 裸 体 」 に も 目覚 め, 「女 の ス ケ ッチ」(50)を 描 い た と
い う こ とで あ る。 そ れ は 婚 約 中 の ル イ ・バ ロ ウ ズ を イ メ ー ジ した 絵 ら し く,ロ
レ ンス が 得 意 そ うに ネ ヴ ィル)'Y見 せ る と,ネ ヴ ィル は 「薄 い 口ひ げ」 (1910年
12月12日 付 け の ル イ に 宛 て た 手 紙 で 「な ぜ きみ は うっす ら と した 口ひ げ を そ り
落 と した の だ? ぼ くは そ れ が 好 きだ っ た 。 も うそ ん な こ とは し な い よ うにご。」
と書 い て い る)の あ る 「ギ リ シ ャ彫 刻 」 み た い な 味 気 な い 絵 に 感 じ られ,彼 が
ロ レ ンス か ら鉛 筆 を 奪 っ て 女 の 「陰 毛 」 を つ け て い っそ う リア ル に した とい う,
逸 話 で あ る。 ロ レ ンス の シ ョ ッ クた るや 相 当 な も の で, 「嘘 だ,嘘 だ 」 と連 発
し,彼 に 向 か っ て 殴 りか か っ た とあ る(G.H. Neville, A IVIemoir of D. H.
Lawrence, The Betrayal, ed. by Carl Baron, Cambridge University Press,
1981,PP.81-82)。 これ は新 妻 の 陰 毛 を 見 て 驚 い て,以 来,同 余 で き な くな っ
た と い うジ 昇 》〈・ラス キ ン(John Ruskin,1819-1900)さな が らで あ る。 ロ レ
ンス が 女 性 に 陰 毛 が あ る と思 っ て い な か っ た とは 考 え られ な い が,ラ ス キ ンの
私 生 活 同様,母 親 の 恋 人 と して の ロ レ ンス 像 が あ らた め て 浮 か ん で くる。 さ ら
に ロ レ ンス の 一 面 を 見 る思 い が す る が, 『無 意 識 の 幻 想 』 (Fantasia of the
Unconscious,1960)の中 で 「ラ ス キ ン夫 人 が ジ ョ ン ・ラ ス キ ンは 母 親 と結 婚
した ほ うが 良 か った と言 っ て い る が,彼 女 の 言 っ た こ とは 真 実 だ 」(Phoe:nix
Edition, P.118)と し ゃ あ し ゃ あ と書 い て い る。 い ず れ に して も こ の 「牧 歌 」
の 絵 は 少 な く と も1916年7月9日 付 け の 手 紙 ま で,少 な く と も4枚 を 模 写 さ せ
る ほ ど に ロ レ ンス を 悩 ま せ た 絵 だ っ た 。
(4)第1次 世 界 大 戦(1914-19ユ9)前 後
ル イとの 婚約解消(1912年2月4日),ク ロイ ドンで の 教員を 退職 作家
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と し て の 出 発,そ して ノ ッテ ィ ン ガ ム 大 学 教 授,ア ー ネ ス ト ・ウ ィー ク リ ー
(Ernest Weekly,1865--1954)の夫 人 で あ った6歳 年 上 の 「ル ー ベ ンス の 女 」
(『ロ レ ンス 書 簡 集 』,ケ ン ブ リ ッ ジ 版,第1巻,415頁)の よ うな フ リー ダ
(Frieda Weekly,1879-1956)との 出会 い(1912年3月3日)と ドイ ツ,イ タ
リア へ の 逃 避 行(1912年5月3日 か ら1913年6月17日 ま で),ジ ェ シ ー との 友
情 の 決 裂(1913年 夏),第1次 世 界 大 戦 の 勃 発(1914年8月 か ら1918年11月),
ブ ル ー ム ズ ベ リー ・グル ー プを 中 心 とす る 作 家 や 画 家 との 知 遇(1915年)な
ど ロ レ ンス の 人 生 は 甚 だ し く 転 変 して い く こ とに な っ た 。 イ ギ リス の 美 術 評
論 家 で 画 家 で もあ っ た ロ ジ ャ ー ・フ ラ イ(Roger Fry,1866-1934)の 企 画 に よ
っ て ロ ン ド ンで 開 催 され た 「マ ネ と 後 期 印 象 派 展 」 (Manet and the Post・
Impression ists,1910),「 セ ザ ン ヌ と ゴ ー ギ ャ ン展 」(ん2 Exhibit ion of Pic-
tures by Paul Cezanne,1911),「 イ タ リア 未 来 派 展 」(Paintingsろ ッItalian
Futurist Artists,1912), 「第2回 後 期 印 象 派 展 」 (the,Second Post-lmpre・
ssionist Exhibition,1912), 「後 期 印 象 派 と未 来 派 展 」 (Post・lmpressionists
and Futurists,1913)などか ら当 時 の イ ギ リス の 「革 命 的 な 」 モ ダ ニ ズ ム の
様 子 が 伺 え るが,ロ レ ンス が そ れ らを 見 る こ とは 不 可 能 だ っ た だ ろ う。 な ぜ か
とい う と,1910年 の 秋 に は 「母 親 危 篤 」 の た め 帰 省 して い た し,1912年5月 上
旬 よ り1914年6月 下 旬 ま で(1913年6月 か ら8月 上 旬 ま で 一 時 帰 国 を 除 い て),
フ リー ダ との 逃 避 行 で ドイ ツ,ス イ ス,イ タ リア を 旅 して い た か らで あ る。 し
か し,ロ レ ンス は 明 らか に 当 時 の 美 術 の 動 向 を 逃 避 行 中 の ドイ ツや イ タ リア の
地 で 敏 感 に 察 知 し て お り,そ の こ とを 清 水 康 也 が 『D.H.ロ レ ンスー ユ ー トピ
ア か らの 旅 立 ち 一 』(英 宝 社,1990年)の 第1部,第4章 で 「モ ダ ニス トの 眼 」
とい う題 を つ け,さ らに1「 パ ウ ン ドと の遅 遁 」2「 未 来 派 の 衝 撃 」3「 渦 巻
派 と表 現 主 義 」 に 分 け て,ロ レ ンス の 時 代 との 関 係 を 詳 らか に 論 じて い る。 ま
た 清 水 と 同様 の 視 点 か ら論 じた ジ ャ ッ ク ・リ ンゼ イ(Jack Lindsay)の 「ロ レ
ンス に お け る モ ダ ニ ズ ム の 影 響 」(`The Impact of Modernism on Lawrence',
拙 著rD.H.ロ レ ンス の 絵 画 と文 学 』,創 元 社,2000年,に 所 収)も 参 考 に な
る だ ろ う。 ロ レ ンス 自身 「チ ロル の キ リス ト像 」('hrists in the Tirol',1913)
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の中で 「ミュンヘ ンの分離派 の絵画に悩み始 めた。その新 しい絵画は どれ も う
るさ くて落 ち着 かないのだ。喜びを表現 してい るはずの ものが歓喜を求めて金
切 り声を発 して とびはねてい るのだ。」 と書 き,1913年5月13日 付けのアーネ
ス ト・コ リングズに宛てた手紙では 「ミュンヘ ンの美術は嫌いだ。 しか しイギ
リスの暗影を投げかけてい るあのぞ っとす るほ どのかちかちの 日曜気分か らは
解放 されてい る。」 と書いている。 また イタ リア未来派については,イ タ リア
か らアーサ ー ・マ ク レ:オドに宛 てて(1914年6月2日 付け)次 の ように書いて
い る 。
 ぼ くは未来派 に興味を抱いてい る。彼 らの詩集一分厚い本だが一 と画集
を入手 した。そ してぼ くは立体派 と未来派についてのマ リネ ッテ ィとパ ウ
ロ ・ブ ッツィの宣言 とエ ッセ イ,そ れに ソフ ィッ ツ ィのエ ッセイを読 んで
い る。古 い形式 と感傷性 を排除す るために感動 を適 用 させ るのだか ら,ぼ
くはそれが好 きなのだ。 ……街学 と伝 統 と無気力な倦怠的な病気について
の思いは彼 らと同意見だ。 しか し,ぼ くはその救済 と逃避 の仕方について
は異な る。彼 らは純粋にご男性的あ るいは知的または科学的 な方向に向か っ
て まっしぐらに進 んでい く。彼 らは直感 さえも,知 的かつ科学的 な 目的の
ために利用 しよ うとしてい る。彼 らの芸術について唯一言 えることは,芸
術 なんかではな く,あ る物理的乃至精神的状態 の図式を作 るためにご極端な
までに科学的な試みをやってい るとい うことだ。
この手紙か らも分か るように,ロ レンスは単 なる美術評論家 ではな く,r息 子
と恋人』 の中でポールが言 った 「生命 の原形質」を求めて,モ ダニズムの潮流
に飛 び込み,ひ たむ きに 自己の文学 と格 闘 し始 めていて,周 囲の,芸 術 と格 闘
す る人間が志 向す る 「知性,精 神性」 の弊害を重 く感 じている。 それは,結
局,印 象派 未来派,立 体派,そ れに,エ ズ ラ ・パ ウン ド(Ezra Pound,1885-
1972)や ウィ ンダム ・ル ィス(Wyndham Lewis,1882-1957)の 提唱す る 「渦
巻派」(Vorticism),あ るいは幾何学的 な抽象絵画をめざす ブル ームズベ リー
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の ロ ジ ャ ー ・フ ラ イ や ダ ンカ ン ・グ ラ ン ト(Duncan Grant,1885-1978)など
の モ ダ ニ ズ ムが こ と ご と く精 神 性 を 追 求 した 「肉 体 か らの逃 避 」 で あ る とい う
ロ レ ンス の 直 感 的 な 洞 察 か ら来 て い る。 第1次 世 界 大 戦 以 降,1919年 に イギ リ
ス を 脱 出す る ま で,ロ レ ンス の 絵 画 活 動 そ の も の が 絵 の 模 写 とい う行 為 で は な
く,そ の エ ネ ル ギ ー の 大 部 分 が 「画 家 の 眼 」 に 満 ち溢 れ て,そ れ が 小 説 の 中 に
投 入 され る こ と に な る。 長 編 小 説 『虹 』 (1915年)を 「少 々 未 来 派 的 だ と思 っ
て い る」 と編 集 者 エ ド ワー ド ・ガ ー ネ ッ ト(Edward Garnett,1868-1937)に
告 白(1914年6月5日 付 け)す る の も そ の 表 れ だ と考 え られ る。 筆 者 に は 『虹 』
よ り も次 作 の 実 験 的 と も 言 え る 『恋 す る 女 た ち 』(1920年)の ほ うが,ス ピ ー
ドや 「破 壊 的 要 素 」 を 組 み 込 ん だ,芸 術 的 冒 険 とい う意 味 で 未 来 派 的 な 要 素 が
強 烈 で あ る と思 え る。 注 目に 値 す るの は,オ ッ トラ イ ン ・モ レル 夫 人(Lady
Ottoline Morrell,1873-1938)の家 を 中 心 とす る 「ガ ー シ ン トン舘 」(バ ー ト
ラ ン ド ・ラ ッセ ル,E.M.フ ォス タ._._,リ トン ・ス トレイ チ ー,オ ル ダ ス ・ハ
ッ クス レー,ヴ ァー ジ ニ ア 渇ウ ル フ,シ ン シア ・ア ス キ ス 夫 人,ジ ョ ン ・ミ ド
ル トン ・マ リ,キ ャサ リ ン ・マ ンス フ ィ ー ル ド,ド ロ シ ー ・ブ レ ッ トら と知 り
合 う こ とに な る)で の ユ ダ ヤ 人 画 家 マ ー ク ・ガ ー トラ ー(1Vlark Gertler,1892-
1939)と の 知 遇(1914年9月)であ っ た 。 ロ レ ンス は1915年2月8日 に そ こで
バ ー トラ ン ド ・ラ ッセ ル(モ レル 夫 人 の 恋 人 と 目 され た)と 親 し くな り,共 同
で 講 演 会 の 計 画 もす るが,2年 た らず で 激 昂 の 末,決 別 す る こ とに な る。 マ ー
ク ・ガ ー トラ ー は ロ ン ドン 在 住 の ユ ダ ヤ 人 画 家 で,後 に ロ レ ンス を 崇 拝 し ニ
ュー メキ シ コ に ま で 同 行 す る こ と に な る ドロ シ ー ・ブ レ ッ ト(Hon. Dorothy
Brett,1883-1977)と 同様 に 「ス レー ド美 術 学 校 」(the Slade School of Art)の
出 身 で あ る。二 人 の 関 係 に つ い て は ジ ェ フ リー ・マ イ ヤ ー ズ(Jeffrey Meyers)
のr絵 画 と文 学 』(Painting and the Novel, Manchester University Press,
1975,松 岡 和 子 訳,・ 白 水 社,1980年)に 詳 し い が,少 な か らず,ロ レ ンス は 彼
か ら刺 激 を 受 け,彼 の 野 心 的 な 作 品 「メ リー ・ゴ ー ・ラ ウ ン ド」 (テ イ ト ・ギ
ャ ラ リ 一ー所 蔵'油 彩,1916年)は 『恋 す る女 た ち 』 の 中 で 「巨 大 な装 飾 壁 」 と
して 描 か れ,画 家 とLて 登 場 す る レル ケ の モ デ ル 云 々が 取 沙 汰 され るだ ろ う。
21
彼 は ロ レ ンス の 死(1930年3月2日)ま で 文 通 を 続 け る こ とに な り,ロ レ ンス
か ら の注 文 に 応 じて,旅 先 の ロ レ ンス に 絵 を 描 くた め の 絵 葉 書 や 画 集 を 調 達 し
て 送 る役 割 も果 た して い る。
 ロ レ ンス の模 写 活 動 に つ い て は この 時 期(1915年 頃)に 「ジ オ ッ ト作rヨ ア
キ ム と羊 飼 い 』 の 複 製 画 か らの 模 写 」(66)を 描 い て い る く らい で あ る。 第1
次 世 界 大 戦 中,1915年 に,ロ レ ンス 夫 妻(1914年7月13日 ロ ン ドン,ケ ンシ ン
トン登 記 所 に て 結 婚)は サ セ ッ クス,グ レタ ム(Greatham)に あ る ヴ ィ オ ラ ・
メ イ ネ ル(Viola Meynell,1885-1956)の家 を 借 りて 住 ん で い た 。 こ の模 写 に
つ い て,ハ リー ・T・ ム ア は 「色 彩 の 迫 力」 を 感 じた と告 白 し, 「原 画 と比 較
し て まず 心 を 打 つ の は,色 彩 が ま った く異 な っ て い る こ とで あ る。 明 らか に ロ
レ ンス は 白 黒 か セ ピア 色 の 複 製 画 しか も って お らず,粗 雑 な 模 写 を した 。 模 写
に 関 して 興 味 深 い 点 が あ る 。 ジ オ ッ トは骨 白 色 の丘 を 中 心 に お い て い る が,ロ
レ ンス は 生 命 と生 き た もの に 対 す る強 烈 な衝 動 か ら,そ の丘 を 緑 色 に 塗 って い
る。」(レ ヴ ィ版rD. H.ロ レ ンス 絵 画 集 』:Paintings of D. H. Lawrence, ed.
Mervin Levy, New York:The Viking Press,1964, P.22)と 書 い て い るが,
ロ レ ンス の 言 説 に マ ッチ した 評 価 で あ ろ う。 ヴ ィ オ ラ ・メ イ ネ ル の た め に は イ
ー ス トウ ッ ドの ウ ォ ー カ ー通 りの 家 か ら見 た ロ レ ンス の 原 風 景 と して の 「虹 」
(65)と ロ レ ンス の ト レー ド ・マ ー ク と も言 え る 「不 死 鳥 」 の デ ザ イ ン(68)
を 素 描 して い る。 「虹 」 は も ち ろ ん 小 説r虹 』 の ヴ ィ ジ ョ ンを 旧 約 聖 書 の イ メ
ー ジ と 重 ね あ わ せ て 「再 生 」 を 意 図 して 絵 画 化 した も の と し て 考 え られ る。
1916-17年 にご は コ ー ン ウ ォー ル で,1918年 に は パ ー ク シ ャー の ハ ー ミテ ー ジ
で,1919年 に は ダ ー ビ シ ャ ー の マ ウ ンテ ン ・コテ ッジ で 多 くを 過 ご して い る。
こ の 間 の ロ レ ンス の芸 術 活 動 に つ い て は ロバ ー ト ・B・ ピア ズ オ ー ル の 「ロ レ
ンス の 第2芸 術 」 とい う論 文(Robert B.Pearsall,`The Second Art of D.H.
Lawrence', D.H. Lawrence:Critical Assessments, ed. by David Ellis and
Ornella De Zordo, Vo1.IV, Helm Information,1992, PP.179-87)が 詳 し
い 。 彼 の調 査 に よ る と,1915年 頃,友 人 へ の 贈 り物 と し て,「 花 と鳥 の デ ザ
イ ンー 木 箱 に 装 飾 」(67)を して い る。 これ は 友 人 のS.S.コ テ リア ンス キ ー-
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(Samuel Solomonovich Koteliansky,1880-1955)から木 箱 を 送 っ て も らい,
そ れ に 花 や 鳥 や 不 死 鳥 の デ ザ イ ンを した よ うで あ る。 小 説 家 の キ ャサ リ ン ・ヵ
一 ズ ウ ェル(Catherine Carswell,1879-1946)に1箱 以 上,ま た 心 理 学 者 バ ー
バ ラ ・ロ ウ(Barbara`Low,1877-1955)と彼 女 の妹 ア イ ヴ ィ ・ロ ウ ・ リ トヴ ィ
ノ フ らに 贈 って い る。 ま た1919年 に は 「木 鉢 に 装 飾 」(69)し て ジ ョア ン ・フ
ァ 一ージ ョ ン夫 人 と彼 女 の 義 理 の 妹 で 童 話 作 家 の エ レナ ・フ ァー ジ ョ ン(Eleanor
Farjeon,1887-1945)に贈 っ た よ うで あ る 。 そ の 他,家 具 や 壁 に 「ブル ー と ピ
ン ク」 を 使 って 装 飾 を し て 楽 しん で い る。 バ ーバ ラ ・ロ ウに,黒 で 「恐 ろ しい
夜 」 を 思 わ せ る ロー タ ス と葉 を 描 い た 「鏡 の フ レー ム」 を,オ ッ トラ イ ン ・モ
レル 夫 人 に は 「装 飾 木 箱」 (1個 以 上)だ け で な く, 「海 を 渡 る デ ィ オ ニ 三 ソ
ス 」 を 模 し た 丸 型 の 刺 繍 も 贈 っ て い る。 さ らに ロ レ ンス は 針 仕 事 も した よ う
で, 「カバ ー全 体 に,草 原,家,納 屋,干 し草 生 き物,男 と女 を す べ て 明 る
い 糸 で 縫 った 」 厚 め の ク ヅ シ ョ ンを 作 っ た よ うだ し,キ ャサ リ ン ・カ ー ズ ウ ェ
ル の 生 まれ た 男 の 子 の お 祝 い に,赤 と黒 の 千 鳥 掛 け で,小 さ な上 下 繋 ぎ の 室 内
用 子 供 服 に 刺 繍 を 施 して い る。
 絵 画 に つ い て は,ロ レ ンス が マ ー ク ・ガ ー トラ ),r,1919年3月20日 付 け で
「ウ ッチ ェル ロの 複 製 画 を 送 っ て欲 しい,フ ラ ・ア ン ジ ェ リ コ,ジ オ ッ ト,`7
ンテ ィ ー ニ ャ,ゴ ッホ で も い い 。」,そ して4月3日 付 け で 「画 集 と絵 葉 書 を あ
りが と う。 しか し 複 製 画 が 良 くな い の で,ウ ッチ ェル ロに 取 り組 む の は よす
よ。 で も2枚 は 模 写 し た よ。」 と書 い て い る こ とか ら,こ の2枚 は 「フ ラ ・ア
ン ジ ェ リコ作 『エ ジ プ トへ の 逃 避 』の 複 製 画 か らの模 写 」(71)と 「ピエ ロ ・デ
ィ ・コ ジ モ 作 『プ ロ ク リス の 死 』 の 検 写(72)だ ろ う と推 測 して い る。 こ の2
枚 は ロ レ ンス が ダ ー ビ シ ャ ー の マ ウ ンテ ン ・コテ ッ ジに 滞 在 して い る と きに 取
り組 ん で い る。 マーク ・ガ ー トラ ーが 送 っ た 「画 集 」 と い うの は,お そ ら く
『メ デ ィチ ・プ リ ン ト』(The Medici Prints)な る も の で,そ の 後 ニ ュ ー メ
キ シ コ ま で 携 帯 して い る こ とが ク ヌ ド ・メ リル ド(Knud Merrild,1894-1954)
の 回 想(後 述 の 『一 人 の詩 人 と二 人 の 画 家 』 を 参 照)か ら推 測 され よ う。 そ し
て 「ロ レ ン ツエ ヅテ ィ作 『テ ー ベ の 隠 修 士 の生 活 』の 模 写 」(73)と 「マ ザ ッチ
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オ作 『マギの礼拝』 の模写」(74)の2枚 を,シ シ リー島の タオル ミナ滞在中
に描いてい る。 ロレンスが この時期 にいわゆ るルネ ッサ ンス絵画に興味を示 し
ていた ことが 分 かるが,ロ レンスの ルネ ッサ ンス美術論 は1914年 に 執筆 した
「トマス ・バーデ ィ研究」(`Study of Thomas Hardy',『 不 死鳥』 所収,第
7,8章)が 白眉であ る。そ こか ら察す ると,ロ レンスは無作為にルネ ッサ ン
ス画家の絵を模写 した のではない とい うことが想像で きる。 いわゆ る巨匠であ
る レオナル ド・ダ ・ヴィンチ,ラ フ ァエ ロ,ミ ケ ランジェロ,ボ ッテ ィチ ェ ッ
リらは,精 神性が高 く,真 の肉体性か ら逃避 している 画家だ った と感 じたふ
しがあ るか らである。 ロレンスの 「絵画集序文」 (`lntroduction to These
Paintings')を 参照 されたい。 また ロ レンスは 「絵 を作 る喜び」 の中で,カ ル
パ ッチ ョの 「ヴェネチアの絵」tピ ーター ・デ ・ホーホ,ヴ ァン ・ダイ ク,ウ
フ ィツィ美術館 にあ る 「婚 礼の絵」(ア ン ドレア ・ボス コー リ作 「カナの結婚」
〈油彩 1580-85年 〉 ではないか と推測す る)な どを 〈選 んで〉模写 した と書
いているのだが,残 念なが らそれ らについては 目下不 明である。
(5)放 浪 時 代(1920-1926)
 故 国 イ ギ リス に 希 望 を 失 った とい うの が ひ とつ の 見 方 で あ るが,第1次 世 界
大 戦 後,ロ レ ンス 夫 妻 は1919年 後 半 に イ ギ リス を 発 ち,イ タ リア の フ ィ レ ン ツ
ェ,ロ ー マ,カ プ リを 経 て1920年4月 頃 か ら約2年 間(1921年4月 下 旬 か ら2
ケ 月 間 は ドイ ツ の バ ー デ ン ・バ ー デ ンに 滞 在)シ シ リー 島 の タ オ ル ミナ に あ る
フ ォ ンタ ナ ・ヴ ェ ッキ ア(Fontana Vecchia)に 投 宿 して い て,1921年1月4
日か ら13日 ま で サ ル デ ー ニ ア を 旅 行 して い る。 こ の 時 の 体 験 はr海 とサ ル デ ー
ニ ア 』(Sea and Sardinia,1921)の 中 で 記 され て い る。 上 述 した よ うに,ロ レ
ンス は タ オ ル ミナ で 「ロ レ ン ツエ ッテ ィ作 『テ ーベ の 隠 修 士 の 生 活 』 の模 写 」
(73)と 「`7ザ ッチ オ 作rマ ギ の 礼 拝 』 の模 写 」(74)の2枚 を模 写 して い る。
 そ の 後1922年3月 に セ イ ロ ンに 立 ち 寄 り,4月 に は オ ー ス トラ リア に 到 着,
タ ヒチ を 経 て9月 に は ニ ュー メ キ シ コを 訪 れ る。 こ の1922年9月11日(ロ レ ン
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ス37歳 の誕生 日)か ら1925年9月10日 までの 丸3年 間(1923年3月23日 か ら
1924年3月21日 までのメキシコ,ニ ュー ヨー ク,ロ ン ドン滞在を除 く),ニ ュー
メキ シコの タオス(Taos)を 中心 に過 ごす ことになる。1922年 暮れか ら1923年
3月 まで 「デルモ ンテ農場」 で滞在 し,1924年5月 に 「カイオア農場」 (初 め
は 「ロボ」 とい う名だ ったが ロレンスが改名 した)に 移 り1925年9月 までzほ
とん どそ こで暮 らしている。 まさに ロ レンスの 「放浪時代」 (The Nomadic
Years)と 言 って よい。 ニューメキ シコ,タ オス在住 のメイベル ・ドッジ ・ル
ーハ ン(Mabel Dodge Luhan,1879-1962)と い う,タ オス ・プニ プロのイ ン
デ ィア ンと結婚 した女性が,ロ レンスの 『海 とサルデーニア』を読み,ロ レン
スに 「タオス」 について書いて欲 しい と願い招待を し,ロ レンス夫妻が これに
応 じたのだ った。 メイベル夫人 はイギ リスの 「ガーシ ン トン館」 のオ ッ トライ
ン ・モ レル夫人 の ように一種 「サ ロンのパ トロン」的 な存在だ った。 ロッキ ー
山脈 の中腹,海 抜1500メ ー トルほ どの ところにあ るタオス とい う小 さな町 は原
始そ のままの姿を とどめた砂漠 地帯 にで きた町で,タ オス ・プエ ブロ族 とスペ
イ ン系 の民族 とが混交 していて,彼 らは タオスが 「世界のへそ」だ と自負 して
いる。町全体が画廊や芸術品の店で覆わ れていて,い わゆ る世界 の中心 にあ る
芸術村 といった観 のあ るところであ る。州都サ ンタ ・フェ(Santa Fe)の 町 か
ら車で2時 間ばか り北上 した ところに位置 している。すでに ロ レンスは1921年
に,ド イツのバ ーデ ン ・バ ーデ ンでrア ロンの杖』(Aaron'5 jRo4)を 書 き上
げ,オ ース トラ リアの地で 『カ ンガルー』(Kangaloo,1923年1月,ニュー メ
キ シコ,タ オスのデル モ ンテ農場 で 脱稿)を 書 いていた。 非常に 興味深いの
は,ロ レンスが この頃か ら出版に際 し,ブ ックカバ ーのデザイ ンに熱心 に着手
し始 めている とい うことであ る。出版文化史的 に鑑 みて,ブ ックカバ ーが盛ん
になるのは第1次 世界大戦後のア メ リカであ った こととも関連があ るだろ う。
しか し,大 量生産 とい うアメ リカの出版事情か らして,コ ス トの高い ものは避
け られ,ロ レンス と出版側 との相容れ ない事態 も生 じる。 ロレンスが試 みた,
いわゆ る 「手作 りの」 出版物 へ の デザ イ ンは 「カ ンガル 一ー」(75,76)「 鳥
獣 花」(77～81)「 詩雑誌r株 欄』」(82)『 ア メ リカ古典文学研究』(84)「 コ
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一 ン ・ダ ンサ ー た ち の ス ケ ッチ 」(89) 「雑 誌 『笑 い 馬 』」(90) 「パ ンジ ー の
花 床 に い る悪 い 女 の 子 」(92)r叢 林 の少 年 』(99) 「不 死 鳥 」(125) 「偉 大 な
る太 陽 」(138)「 電 気 を 帯 び た:裸体 」(150) 「台所 の ヴ ィ ー ナ ス 」(151) 「自
画 燥 」(157) 「逃 げ た 雄 鶏 」(158,160～162) 「死 ん だ 男 と イ シ ス」(159)で
あ る が,実 際 に 使 用 され た の は80,89,92,125,138,150,151,157,159,
162で あ る。 ロ レ ンス に 同 行 した ドロ シ ー ・ブ レ ッ トの デ ザ イ ンがr叢 林 の 少
年 』(The Boy in the Bush,1924,99)(ただ し ロ レ ンス と の合 作)とr翼 あ
る蛇 』(The Plumed Serpent,1926)の カバ ー デ ザ イ ン と して 使 用 され,タ オ
ス で 知 り合 い,1922年 の冬 か ら1923年 の 春 を と もに 過 ご した,デ ンマ ー クの 画
家 ク ヌ ド ・メ リル ドの デ ザ イ ンが 『大 尉 の 人 形 』(Captain'S Dolz,1923)に,
彼 と 同 行 して い た 画 家 カ イ ・ゴ ッチ ェ(Kai Gotzsche,1886-)のデ ザ イ ンが
ジ ョ ヴ ァ ン ニ ・ヴ ェル ガ(Giovanni Verga,1840-1922)の翻 訳 『マ ス トロード
ン ・ジ ェ ズ ア ル ド』 (1Vlastro-don Gesualdo,1923)に 使 用 され て い る。 ロ レ
ンス の 著 述 に 記 録 さ れ た 内 容 は 見 つ か ら な い が,ひ とつ に は 実 際 に 販 売 の た め
に,も う一 つ に は 当 時 の 流 行 と彼 自身 の 芸 術 趣 向 の た め に,気 に 入 った か た ち
で 出 版 を した い とい う思 い が あ って の こ とだ と思 わ れ る。'
 タ オ ス の メ イ ベ ル 夫 人 の ア ドー ビ ・ハ ウス に 滞 在 し,彼 女 の 家 の2階 に あ る
2畳 ほ ど の 「バ ス ル ー ム の窓(3面 の18枚 の ガ ラス)に ペ ンキ で 装 飾 」(85)
を 施 し,敷 地 内 の 「ピ ン ク ハ ウス 」 に 装 飾(93～95)を 施 す 行 為 は ロ レ ンス が
最 も楽 しい 時 間 を 過 ご した で あ ろ う こ とが 想 像 され る 。 ロ レ ンス は こ と の ほ か
「共 同 作 業 」 を 好 ん で い て,妻 の フ リー ダ,ド ロ シ ー ・ブ レ ッ トと と もに 芸 術
'/Y わ る こ とを 好 んだ。 ドロ シ ーが 描 い て い る絵 の上 に,勝 手 に 筆 を 取 っ て 描
き始 め る。 「ミ トラへ の 道 」(102),「 ニ ュー メ キ シ コ,カ イ オ ア 農 場 」(104)
な ど が そ れ に 当 た る。 ま た ク ヌ ド ・メ リル ドも r一 人 の詩 人 と 二 人 の 画 家 』
(Knud Merrild, A Poet and Two Painters:AIVIemoir of D. H. Lawrence,
George Routledge＆Sons,1938, PP.231-22)の 中 で1922年 後 半 か ら1923年
の ロ レ ンス の 行 動 を つ ぶ さに 記 録 して 記 し て い るが,ド ロ シ ー と同 じ よ うに 絵
を 描 い て い る と きに 邪 魔 を さ れ た と記 し て い 観 い うま で も な く男 と女 の,そ
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して男 と男の共 同作業その ものが,ロ レンスの文学 に 現れ る 「肉体的 な親密
さ」を意味 し,共 同作業 をす ることで相互 の 「本能 と直感」 を高め る行為を示
してい る と考 え られ よう。バスルームの窓 の装飾は ドロシー との合作 であ る。
そ して メイベルが 回想 している 「ピンクハ ウスの装飾」(93～95)も それに当
たる。 タオスへ の2度 目の訪問時(1924年5月2日 か ら1925年9月10日 まで),
メイベル夫人か らタオス郊外の 「カイオァ農場」(Kioa Ranch)が フ リーダに
贈 られ,フ リーダは返礼 として 『息子 と恋人』 の原稿を彼女に贈 る。 フ リー
ダは ロ レンスの死後 イタ リア人 のア ンジ ェロ ・ラバ ー リ(Angelo Ravagli,
1891-1976)と 再婚(1933年 か ら同棲生活。結婚は1950年)し,ロ レンスの 「記
念堂」(The Lawrence Memoria1)を 建設(1934年)し,死 ぬ までそ こで暮
らした。 フ リ 一ーダの死後,ア ンジ ェ ロが 同地 に フ リーダの墓 を建設(1956年)
した。ロレンスは このカイオア農場で小説 『セ ン ト・モア』(St. Mazur,1925),
「馬 で去 った女」(`The Woman Who Rode Away',1955), r翼 ある蛇』,旅
行記 『メキ シコの朝』(Mornings in Mexico,1927),戯 曲 『ダ ヴィデ』(David,
1926),エ ッセイ 『ヤマア ラシの死についての随想』(Reflection on〃1εDeath
of a Porcupine,1925)な どを執筆 し,そ の一方 で,ビ ブルス(2編 の詩があ
る)と い う名 の犬 やテ ィムス ィーとい う名 の猫 と戯れ,黒 い 目を した牛のス ー
ザ ンか ら ミル クを絞 り,ポ ピーとい う名 の馬に乗 りaア ドー ビ作 りのオーブ ン
でおい しいパ ンを焼 き(151の 「台所 の ヴィーナス」 を参照),ド ロシー ・ブ レ
ッ トや数人のイ ンデ ィア ンを含めた共同生活 を行 い,そ して絵を描いた(そ れ
らの写真が残 されてい る)。 それは彼 の求 めていた 「ユー トピア」 (ロ レンス
は1915年 頃か ら 「ラーナーニム」 と称 し,ユ ー トピアの建設 を 目指 したが,
1922年 にはそ の夢 は破れていた。)の 姿で もあ った。 クヌ ド ・メ リル ドのr一
人 の詩人 と二人の画家』 には興味深い逸話が記 されている。 ロレンスが シシ リ
ー島のタオル ミナで模写 した と思われ る 「ピエ ロ ・デ ィ ・コジモの 『プロク リ
スの死』 の模写」(72)を クヌ ドに見せた ようであ る。 彼はその絵が ロン ドン
のナシ ョナル ・ギ ャラ リーに所蔵 されてい ることも知 っていて,模 写 した もの
の体 の血 の色 の部分 の赤が強す ぎて,全 体 の構成か ら調子外れにな っている と
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指摘 した とい う。す るとロレンスは 「ぼ くは血の流れ るさまを描写 した くて,
わ ざとそ うした んだ。それを真の赤 い色で塗 りたか ったんだ。 ただ十分 な温 も
りのあ る,微 妙に蒸発 していて流れ る ような赤 い血の色を表現で きなか った」
(『一人 の詩人 と二人 の 画家』,212-13頁)と 反論 した ようであ る。 ハ リー ・
T・ ムアが 「ジオ ッ ト作 『ヨアキム と羊飼い』 の複製 画か らの模写」(66)に
ついて記 した内容 と併せて考 えてみ る と面 白い逸話である。 クヌ ドは引き下が
らず,ロ レンス とその後 も芸術についてゐ議論を している。 クヌ ドは現代芸術
の抽 象絵画を 目指 してい る新進の画家であった。それは ロレンス とは致命的に
相容れ ない。 しか し彼は,ロ レンスの絵が 「画家の 目」 か ら見 ると絵 ではな
い と言いなが ら, 「ロレンス とい う作家 の描いた絵」 として見る と,ロ レンス
を知 る上で貴重だ とい うことを述べてい る。 また クヌ ドは数多 くの 「ロレンス
の肖像」 を素描 している(そ れ らのほ とんどの作品はテキサス大学HRHRC
に所蔵 されている)。
 ロレンスが イギ リスを脱 出 しめま ぐる しい旅(ノ マ ド)を 続けた秘密は文学
上 ではほ とん ど語 り尽 くされてい ると言 えるだろ う。それ は ロレンスの言葉 で
言えば 「土地 の霊」(`the spirit of place')で あ り,文 明化 された ヨーロッパ
が喪失 した原始的な 「生命」を探 求 し,自 己恢服 させ るため,あ の 「太陽」 の
方角を 目指 した ヴァン ・ゴ ッホや 「野蛮 な」世界に残 された原始的な神 々の方
角 を 目指 した ポール ・ゴーギ ャンの ように,ま たあ る種 シ ンボ リヅクなあのス
カラベの ように, 「暗 き太陽」 を求めて悲痛なほ どに生命の源流に向か った ロ
レンスの姿が彷彿 として見 えて くる。 『セ ン ト・モア』を読 めばその旧世界 と
新世界の両者の対立 が巧妙なス トラテジー として描出 されていることが一 目瞭
然であ る。原始の暗い神 々を太陽や蛇や獣たちの 「血 の流れ」 として捉え,ア
ポ ロン的な西洋の神話遺産 としてではない ロレンス 自身の 「デ ィオ ニュソス的
秘儀」 の真只中に飛 び込んでい った よ うに思えてな らない。 ロレンスは明快 に
『翼あ る蛇』の中でそれ らを書 き込 んでい る。 「ニューメキ シコ」 とい うエ ッ
セイで 「これ までの中で,ニ ューメキ シコは 最大の 体験だ った」 (.Phoenix,
P・142)と そ の意義を語 り,ヨ ーロッパに戻 ってか らも再度 タオスに戻 りたい
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とい う願 望の火が滅び行 く肉体 となって もなお も消えなかった ことを思えば,
タオスは ロレンスの旅に とってひ とつの到達点であ った ような気がす る。 ロレ
ンスの絵に対す る打ち込みは真 の作家 としての唯一の救済手段であ った。執筆
の格闘か ら離れて 一・瞬我を忘れ,愉 しい 絵画制作に 向か う,そ してかな うな
ら,絵 の中に,文 学 で追求 してい るあの 「デ ィオニ ュソス的秘儀」 を生 き生 き
と描 き上げたい,彼 にはな くてはな らない生活の一部,そ してそれが見事 に成
功 してい る,だ か らこそ ロレンスは絵を描 くことを中止す ることはできなか っ
た。作家 の瞬刻 のいのちの発露 として。
(6) ミレ ン ダ荘 時 代 一 絵 を 作 る喜 び 一(1926-1928)
 ロ レ ンス は1925年9月11日 に 永 遠 に タ オ ス を 去 り,ド イ ツ のバ ー デ ン ・バ ー
デ ンを 経 て,11月23日 に イ タ リア の ス ポ トル ノ(Spotorno)に 移 り,「 ベ ル ナ
ル ダ荘 」(Villa Bernarda)を 借 りて1926年2月22日 ま で 住 む 。 そ の 後,ヵ プ
リ,ロ ー マ を 経 て,フ ィ レ ン ツ ェに 行 き,5月7日 か ら1928年6月10日 ま で の
約2年 間 を フ ィ レ ン ツ ェ郊 外 の ス キ ャ ンデ ィ ッチ(Scandicci)に あ る 「ミ レ ン
ダ 荘 」(Villa Mirenda)を 借 りて 住 む こ とに な る。 ロ レ ンス は こ こ で 小 説 「島
を 愛 した 男 」(`The Man Who Loved Island')『 第1チ ャ タ レー夫 人 』(The
First Lady Chatter-zey,1926年10月4日～11月)『 ジ ョ ン ・ トマ ス と レイ デ
ィ ・ジ ェ ー ン』(John Thomas and Lady Jane,1926年12月 ～1927年2月)『 チ
ャ タ レー 夫 人 の 恋 人 』(Lady Chatterley's Loηar,1927年12月 ～1928年3月,
6月 に フ ィ レ ン ツ ェ の オ リオ ー り社 よ り1000部 出版),『 逃 げ た 雄 鶏 』(1927年
4月),第4旅 行 書 『エ トル リア の 遺 跡 』(1927年4月 ～7月)な どを 執 筆 し
て い る 。 妻 の フ リー ダ が 「彼 は ノ ー トとペ ン と ク ッ シ ョ ンを 持 っ て,犬 の ジ ョ
ンを 連 れ て,ミ レ ン ダ荘 の 裏 の森 に 入 っ て い き,書 け た と こ ろ ま で を 持 っ て,
お 昼 に 帰 っ て くる の で した 。」 と 回 想 し て い る よ うにvロ レ ンス は ミ レ ンダ 荘
周 辺 の オ リー ブの 林 や 森 の 中 で これ らを 執 筆 した と思 わ れ る。 しか し この 「ミ
レ ンダ 荘 時 代 」 の も っ と も大 き な 収 穫 は ロ レ ンス が 突 然 の よ うに 描 き始 め た 数
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多 くの 「裸 体 画 」 に あ った 。 文 学 上 の 価 値 付 け を す る とす れ ば,『 チ ャ タ レー
夫 人 の 恋 人 』 の 絵 画 化 に あ る と言 え るだ ろ う。 す で に1926年12月9日 付 け の 手
紙 で,フ リー ダ は 「ロ レ ンス は 画 家 に な っ て し ま った わ 。3枚 の 大 き な 絵 と2
枚 の 小 さな 絵 を仕 上 げ た の よ。 と っ て も い い 出 来 よ。」 と書 い て い るが,実 は
プ リニ ダ が ロ レ ンス に け し か け た の で あ る。 フ リー ダ は 回 想 録 『私 で は な く風
が … 』(Not I, But the Wind...,The Rydal Press, Santa Fe, New Mexico,
1934,0ne thousand copies, no.336, and signed by Frieda.邦 訳,二 宮 尊 道
訳,弥 生 選 書,1973年)で,オ ル ダス ・ハ ッ クス レー の妻 マ リア が 要 らな く
な っ た4枚 の キ ャ ンバ ス を 持 って き た こ とが き っか け と な り, 「少 し壁 に 絵 を
掛 け ま し ょ う よ。」 と言 うと,ロ レ ンス は 「馴 れ た 手 つ き で 楽 しそ うに 絵 の 具
を 混 ぜ 描 き始 め ま した 。 … … 私 は 何 時 間 で も,夢 中 に な っ て 見 て い ま した 。 と
くに 新 しい 絵 を 描 き始 め て,ガ ラ ス の上 で 絵 の 具 を 混 ぜ,ポ ロ布 や 指 先 や 掌 や
ブ ラ シを 使 うの で,私 は,今 度 は 足 の指 で 描 い て ご らん な さ い よ,と 言 った り
し ま した 。」(205-07頁)と 書 い て い る。 一 方,ロ レ ンス 自身 ぽ 「絵 を 作 る喜
び 」 の 中 で 次 の よ うに 回 想 して い る。
 赤毛の男を 描 き か け の,泥 炭色 の1枚 のキ ャンバスを……表面を潰 し
て,そ の泥炭 色を消 し去 ろ うと,ま った くの戯 れのつ も りで,私 は椅子 に
そ のキ ャ ンパ スを立て掛けて,家 にあ った塗装用の筆 とキ ャセ ロール鍋に
入れた絵 の具を用意 して床 に座 り込 み,キ ャ ンバスに向か って夢中にな っ
ていた。私 に とって もっ とも興奮 に満 ちた瞬間だ った。 ……空 白のキ ャ ン
バスを用意 し,大 きな筆に絵 の具をたっぷ りつけて突進す る。 まさに池の
中に飛び込む ような ものだった。 ……そ こで気違 い じみて泳 ぎ始 める。私
に限 って,測 りがたい流れの中を泳 いでい るようでもあ り,驚 異に満 ちた
ス リルを感 じた り,価 値 のあ ると思 うものに 向かって喘いだ り,抜 き手を
切 って泳 ぎ出 してい くよ うな感 じだ った。
こうして,「 突然 の よ うに」,し か もあ っとい う間に仕上げたのが 「聖家族」
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(111)で,後 期 に描いた41点 ばか りの 「裸 体画」 の第1作 にあた る絵である。
ロ レンスは 「男,女,子 ども,青 いシャツ,赤 い シ ョール,薄 暗い部屋一すべ
て荒削 りだが,私 に関す るか ぎ りでは,絵 画なのだ」 (「絵を作 る喜び」)と 書
き,そ してオルダス ・ハ ックス レーに宛てて 「私は この絵 を 『聖家族』 と呼 ん
でい ます。なぜ な ら,輪 光のある幼い子 どもが,若 い男がセ ミヌー ドの女に猛
烈 な接吻 をしているのを,ま さに気遣わ しそ うに見守 ってい るところだか らで
す。子 どもは現代 の大衆です」(1926年11月11日 付け)と 書 いてい る。 ロレン
スは一一瞬 にこして西洋絵画の伝統的 な 「聖家族」 の構図を破壊 し,彼 の文学その
ものをみ ごとに この1枚 の絵 の中に描 きこんだ。マ リア とヨゼ フは健康的 な肉
体 をさ らし,幼 児 イエスは 「大衆の眼」 となって 狼褻 な表情に 変 え られてい
る。 ロ レンスの 「裸体画」 の特徴 として,わ れわれを直視 し,風 刺を こめて
「にごや にや笑い」 をす る ことに よって、 われわれ現代人の精神を逆撫でにこし,
痛烈 な警告を発 している ことが挙 げ られ る。そ して彼 の 「裸 体画」 の多 くにわ
れわれの不快感 を引き出す効果が見 られ る。 ロレンスが何故突然に この ような
「裸 体画」 を描 き始めたのか,あ るいは描けたのか,そ れについては驚異的で
あるが,わ れわれ は,上 記 の ように, 「裸 体画」 と同時期に ロレンスが 「チ ャ
タ レー夫人」 (3作)を 執筆 していて,小 説で うまく表せず,真 に表現 したい
と感 じた ことをs絵 で描出 してい った とい うことを忘れてはな らない。 ロレン
スは 「絵を作 る喜び」 の中で 「絵を描 くときの意識的 な喜びは疑いな く言葉 よ
りも強 力であ る」 と自覚 してお り, 「そ して突然に,空 白のキ ャンバ スを もら
った ことで,ば くは 自分 の絵 を作 ることがで きるのだ とい うことを見出 した。
空 白のキ ャンバス上 で絵を作 るとい うこと,そ の ことが ポイ ン トなのだ。そ し
てや ってみ ようと本物 の勇気を持 った ときぼ くは40歳 になっていた とい うわ け
だ 。」 と告 白 してい る。 ロレンスが 「抜 き手を切 って」 泳 ぎ始 めた絵 の制作 は
これ までの 「模写 の喜び」 とは大 きく変わ っていた。彼は白紙のキ ャンバスに
自分 の 「絵 を作 る喜び」 に向けて湛進 した。文字 どお り 「意識的 な」 画法を取
り,絵 の中に非常 にナラテ ィヴに 「意 味」を持たせてい る。筆者が彼の 「裸 体
画」は 『チ ャタ レー夫人の恋人』 の絵画化だ と主張 して きてい るそ の意味は ま
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さに ここにあ る。それが ロレンスの 「裸 体画」 の持つ価値である。
 対 象物を用いて描 かない こと,モ デルを置 かない こと,テ クニ ックを使
わない ことをぼ くは学 んで きてい る。た まには水彩 でモデルか らじかに描
いた こともある。 しか しそれはたいてい絵 を台なしに して しま う。絵 が も
うで き上が るとい うときにモデルを使 うことがで きるだけである。 モデル
を見ることがで きるのは,ヴ ィジ ョンで掴めない細部 を ものにこしたい とき
とか,自 分の感 じるものに満足がいかず どうしてなのか分か らない ところ
を部分修正 したい ときであ る。その場合,あ るいはモデルが ヒン トを与 え
て くれ るか もしれない。 しか しは じめか らモデルを置 くと絵を台な しにす
るだけである。絵はあ らゆ るものが芸術家 の内奥にあ る,人 物 の形態にっ
いての 自覚か ら現れなければな らない。われわれはそれを記憶 と呼ぶ こと
もで きよ うが,そ れは記憶以上 のものなのだ。それは意識 の中で まさに生
きてい るイメージであ り,ヴ ィジ ョン同様生 きてい るが,決 して知 ること
ので きない ものである。
こうして ロレンスはG.ネ ヴィルに 教 え られた1911年 の幻の 「女のスケ ッチ」
(50)以 来,「 チ ャタ レー夫人」執筆 と同時進行で この 「ミレンダ荘」 にて 「男
根」 も 「陰毛」 もあ る 「裸 体画」 を猛烈に描 き始め る。1926年5月7日 か ら
1928年6月10日 までの間に,記 録上25点(111-135)描 いているが,そ の うち
3,4点 を除 いてすべてが 「裸体画」 であ る。 「チ ャタ レー夫人」執筆におい
ては 「4文 字語」(four-letter words)を 駆使 し,性 描写 の場面を描 くことで,
現代人の精神にご 「爆弾」 を仕掛け 「勧告 の洪 水」 (1928年3月17日 付け,ロ ル
フ ・ガーデ ィナー宛て)と な ることをス トラテジーとした。そ して,「 裸体画」
につ いては,「 ぼ くは,男 根 を絵 の どこかに描 きこんでいる。それにぼ くは,
人 間の去勢 されて しまった社会的精神に衝撃を与 えない よ うな絵は描 かない。
ぼ くは,男 根が偉大かつ神聖 な象徴であ るとい う明確 な信念 か ら描 くのだ。 男
根は,ぼ くたちの中で否 定 されっづけ,今 で もなお否 定 されている深 い生命を
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表 現 しているのだ。」(1927年2月27日 付 け,ア ール ・ブルース ター宛て)と
書いている。畢寛す るに,ロ レンスの 「裸 体画」を見 る際に,ロ レンスの執筆
した 「チ ャタ レー夫人」 (3作)を 中心に この時期 の著述を無視で きない とい
うこと,そ の逆 もしか りとい うことに 尽 き る だ ろ う。 「ポ ッカ ッチ ョ物語」
(112),「 アマ ゾンとの戦い」(113),「 楽園 へ の 飛行帰還」(117),「 復活」
(118),「 林檎を投 げ返す」(121),「 タ ンポポ」(129),「 サ ビネ族の女たちの
略奪」(130),「 モーゼの発見」(131),「 半獣 神 とニンフ」(132),「 クローズ ・
ア ップ(接 吻)」(136)な どがそれ に該当す るが,さ らにここの時期の 「裸 体画」
を鑑賞す る上で,参 考 になる と思われ ることを3点 挙 げてお こ う。
 一つ 目は,1927年3月 下旬か ら4月 上旬にかけて,友 人のア メ リカ人画家で
あ るアール ・ブル 一ース タ ー(Earl Brewster,1878-1957)と ローマ北西 部のエ
トル リア遺跡やその地下墳墓壁 画を見て回 ったが,そ の とき見た地下墳墓壁 画
か ら大 きな影響 を受けているとい う事実であ る。その ときの体験はrエ トル リ
アの遺跡』(1932年)に 詳 しく記 されている。 と くに壁 画に対 して,ロ レンス
は 「活力に盗れ,力 強い生気感 こそ,エ トル リア人 の特色であ り,そ れは芸術
を超越 してい る。芸術派 ここでは問題 にな らない。そ こにあ るのは生命その も
のだけだ。」(The Cambridge Edition, P.48)と 感 じてい る。そ して,描 かれ
た人物 の 「暗赤色」 にご神聖 さと威厳 を覚え,そ の色彩 に啓発 され,ロ レンスの
描いた 「裸 体画」 の男の肌 の色は ことごとく 「躍動す る生命」 を描 出す る 「暗
赤色」 に描かれてい る。
 二つ 目は, 「サ ビネ族 の女たちの略奪」(130)に ついて,ロ レンスが 「尻 の
研究」 (1928年4月2日 付け,ハ ックス リー夫妻宛て)だ と書いている点であ
る。 ロレンスの肉体に対す る描 き方の特微は まさに 「尻」 の描 出にある。r笑
い馬」(90), 「赤 い柳 の木」(116), 「楽園への飛行帰還」(ll7), 「林檎を投
げ返す」(121),「 火 の踊 り」(124),「 あ くび」(126),「 トカゲ」(127),「 タ ン
ポポ」(129),「 ヴェランダの家族」(133),「 炭坑 事故」(139),「 電気を帯び
た肉体」(150),「 台所 の ヴィーナス」(151), 「夏 の夜 明け」(153),「 春」
(155), 「白鳥 の歌」(156),「 死 んだ 男 とイシス」(159)な どに描かれた人物
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の 「尻 」 の部 分 こそ が ロ レ ンス の 描 い た 「肉 体 の 躍 動 す る生 命 の 中 枢 」 を 示 し
て い る。 ロ レ ンス の 小説 を 振 り返 って み る と.『 恋 す る女 た ち 』 で は ア ー シ ュ
ラが バ ー キ ンの尻 を 見 て, 「男 の 生 の 躍 動 の不 可 思 議 な 神 秘 」 「男 の 生 き生 き
と した 実 存 」 (第23章)と 感 じ, rチ ャ タ レー夫 人 の恋 人 』 (1928年)で は コ
ニ ーが 性 愛 の 場 面 で メ ラ ー ズ の動 きに 「こ っ け い な 尻 の運 動 」(第12章)と 感 じ
る。 ロ レ ンス はr精 神 分 析 と無 意識 』(Psychoanalysis磁4 the Unconscious,
1921)と い うエ ッセ イ の 中 で,肉 体 の ダ イ ナ ミ ック な生 の 源 を 「太 陽 叢 」(solar・
plexus)に あ る と主 張 す る が,ま さに 太 陽 叢 を 支 え て い る 「尻 」 に こそ 躍 動 の
中 心 が あ っ た 。 ア ナ イ ス ・ニ ン(Anais Nin,1903-77)は ロ レ ンス の 「尻 」
に つ い て 『し ろ う と の研 究 』(D.H. Lawrence, A陀Unprofessional Study,
Paris二Edward W. Titus,1932,上 村 哲 彦 訳,京 都 女 子 大 学 英 文 学 会,1968
年,44-45頁)に お い て み ご とに と らえ た 作 家 で あ る。
 彼は画家である。彼は色 を識別 し,そ の構成や変更を知 る能 力を持 って
いる。 ……抽象化 とい う知的 な仕上 げは,作 家の通弊である。 しか し,ロ
レンスは解剖 を取 り扱 う画家の ように仕事を した。骨格 か ら肉体を描 き・,
そ の上)/YYI__.衣服を描 くのであ る。……それは画家や彫刻家には当た り前の感
情であ り,ま たぎこちないけれ ども,実 際は全 く真実 なのであ る。 ロレン
スは書 くことで,幾 つかの非常に困難 なことを試みたのだ。彼に とってそ
の 〈言葉〉は,無 限 の可能性 を持つ道具であ った。彼はそ の道具に,〈 彫
刻のふ くらみ〉,重 たい素材が持つ豊か さの感情 を与 え ようとした。 す な
わ ち,男 や女の腰 尻や尻 の丸みを与 え ようとした。彼は,そ れ に色の ニ
ュア ンスを与 え ようとした。 これが,色 のためには これ まで用 い られた こ
とのなかった言葉で,色 の陰影を与 え よ うとす る,ロ レンスの努 力であ っ
た。彼は,そ れ に,動 き,踊 りの リズムを与 え ようとした。それが,彼 の
きままで,形 のない,浮 遊 してゆ く,言 葉を粉 々に した記述の原因であっ
た。
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 三 つ 目は 「裸体画」 に描かれ た人物た ちの 「にやにや笑い」 であ る。 ロレン
スの文学を知 る上 で重要 な手がか りにな る鍵であるし,ロ レンスを何 も知 らず
に鑑賞す ると風刺性 の:濃い,狸 褻感 のあ る不挟 な印象に襲 われ るス トラテ ジ ッ
クな効果を放 ってい る。 「笑い馬」(90),「 聖家族」(111),「 ポ ッカ ッチ ョ物
語」(112),「 アマ ゾンとの戦い」(113),「 マ ンゴの木」(122),「 半獣 神 とニ
ンフ」(132),「 ヴェランダの家族」(133),「 クローズ ・ア ップ(接 吻)」(136)
な どの絵 にはすべて この 「にやにや笑い」が描かれてい る。筆者は これ までに
な された ロレンスの絵画技術が稚拙だ とい う批評家 たちの指摘 に 真 っ 向 か ら
反論す るものであ る。稚拙 どころか,ロ レンスの,自 己の文学 を絵 画 に 描 出
す る技術は高度 なもので,W.ホ ガース(William Hogarth,1697-1764)の 描
いた ジャ ンル ・ペ イ ンテ ィングの人物 の表情に も匹敵す るナ ラ テ ィ ヴな 効 果
を引 き出す力量 を備 えてい る。その表れ のひ とつ が この 「にやにや笑い」で
あ る。筆者は 「ロ レンスの裸体画における風 刺 的 攻 撃 性」(拙 著 『D.H.ロ
レンスの絵画 と文学』創元社,2000年,262-77頁 。)の 中で,次 の ように論 じ
た 。
絵 に現れた 「にやにごや笑い」は ロレンス 自身 の 「笑い」 で もあ り, 「刺す
(風 刺す る)」 ことに よって見る側 を覚醒 させ る 「矯正」 あ るいは 「懲罰
罰」 とい う教育的効果を もた らしている(山 崎正一 ・市川浩編r現 代哲学
事典』講談社現代新書,1970年,「 笑い」 の項参照)。 笑 う側か らす る と,
笑われ る側 に対す る優越感が伴い,そ れが 「生命」 とい う大前提 に よって
決定的 な攻撃性を もつ とい う点で生彩 を放 ってい る。 とくに 「半獣神 とニ
ンフ」 の場合を見 ると,人 物の嘲笑的 な顔が真正面に見 る側に向け られて
い て,逃 げる ことがで きな くな る仕掛 けになっている。それだけに,ロ レ
ンスが小説 で表現 し得ない部分 を絵画に打 ち込 んだ意欲が理解 され,ロ レ
ンスの絵 は限 りな く 「文学」 に接近 して くる。 あ らためて,ピ ーター ・コ
ンラ ッドの言 った 「絵 画には,教 訓や意味を示す さまざまな ヒン トや,ち
ょっとした 細部や,ほ のめか しや,警 告が ぎっ しり詰め込 まれてい る」
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(『ヴィク トリア朝の宝部屋』 加藤 光也訳,国 書刊行会,1997年)と い う
ことの意味や 「風刺性に よって文学的になる」 とい うことの意 味を思い 出
しなが ら,ロ レンスの 「裸 体画」 の風刺的攻撃性を 「小説」 と絡めて,さ
らに考察す る必要性があ ることを強調 したい。
なに よりもこの 「にやにや笑い」 は 「悲 しみ」 と表裏一体にあ り,ロ レンスが
著作の中で執拗 にご書 き続けた 「現代の悲劇」 である精神性の偏重か ら脱出 し,
肉体の生命 と精神のバ ランスに よって生 きるべ きだ とい う,ロ レンスの発す る
エ ピグラムその ものの表れなのであ る。 ロ レンスの真摯に余 りあ る 「きみは生
きてい るのか」 とい うわれわれに向けた悲痛な叫びが この 「にやにや笑い」 の
描 出にこなった と考 え られ る。 したが って,「 男に跳びかかる豹」(120),「 トヵ
ゲ」(127),「 サ ビネ族の女た ちの略奪」(130),「 白鳥の歌」(156)な どの人
物 ρ表情 に見 られ る 「悲 しみ」や 「悲痛」は この 「にやにや笑い」 と表裏一体
を な していて,ま さに 「爆 弾」 「勧告 の洪水」 となってわれわれに真 っ向か ら
攻撃を仕掛けて くる。
 ロ レ ンス は1928年6月11日 に 「ミ レ ン ダ荘 」 を 発 ち,6月 か ら9月 中 旬 ま で
ス イ ス,ベ ル ンの グ ス テ イ グ ・バ イ ・グス タ ー ド(Gsteig bei Gstaad)IYあ る
ヶ ッセ ル マ ッ ト(Kesselmatte)とい う所 で 滞 在 し,そ こで,「 ク ロ ー ズ ・ア
ップ(接 吻)」(136),「 炭 坑 事 故 」(139),「 乳 白 色 の 女 と黒 くス ス で 汚 れ た 鍛
冶 屋 」(140),「 農 夫 」(141),「 北 海 」(142),そ れ に フ リー ダ との 合 作 で あ る
「エ トル リア壁 画 ・デ ザ イ ン」(144)な ど11点 を 制 作 す る。 そ の後,1928年11
月18日 に フ ラ ンス の バ ン ドー ル(Bandol)に 行 き,1929年3月11日 まで 滞 在 す
る。 そ こで ロ レ ンス は 「レ ダ」(147),「 男 た ち再 生 」(148),「 ダ ンス ・ス ヶ ッ
チ 」(149),「 電 気 を 帯 び た 裸 体」(150),「 台 所 の ヴ ィー ナ ス」(151),「 春 」
(152,155), 「夏 の 夜 明 け 」(153,154), 「白 鳥 の 歌 」(156)な どを 制 作 して
い る。 そ の 後 パ リを 経 て,ス ペ イ ン,イ タ リア,フ ラ ンス の バ ン ドー ル な どで
滞 在 しel930年3月2日,南 フ ラ ンス の ヴ ァ ンス(Vence)に て 没 す る。44年
3s
                         ロレンス絵画の全貌を読む
5ケ 月の戦いであった。 とくに139,140,153,154に は ロレンス若か りし頃の
思い出が描 きこまれている し,144,149に はエ トル リア体験 が色濃 い。その他
について も,と くに この期 間,ロ レンスの哲学 の集大 成の観が強い作品群だ と
思われ る。
(7)絵 画 展,画 集 出 版 の 行 方(1928-1930)
 ロ レンスは1929年6月14日 に ロン ドン,マ ドックス ・ス トリー トの ウォー レ
ン画廊で25点 の 「裸体画」を展示す る個展を開催 した。 出展作品は 「聖家族」
「復活」 「楽園へ の飛行帰還」 「ポ ッカ ッチ ョ物語」 「アマ ゾンとの戦い」 「半
獣神 とニ ンフ」 「ダンス ・ス ケ ッチ」 「ヴェラ ンダの家族」 「農夫」 「炭坑事
故」 「サ ビネ族 の女たちの略奪」 「北海」 「春」 「モーゼの発見」 「赤い柳 の
木」 「クローズ ・ア ップ(接 吻)」 〈以上油彩画16点 〉 「トカゲ」 「白鳥の歌」
「レダ」 「男たちの再生」 「あ くび」 「火の踊 り」 「林檎 を投げ返す」 「マ ン
ゴの木」 「干 し草の山の下で」 〈以上水彩 画9点 〉 の計25点 の出品であ った。
個展計画 と同時並行 でP.R.ス テ ィーブ ンセ ン(Percy Reginald Stephensen,
1901-65)の 手になるマ ン ドレイ ク社版 の 『ロレンス画集』 を500部(別 に10部
を特装本)出 版 してい る。 も ともと9月 までの個展開催予定であったが,7月
5日 にな って官憲が立ち入 り, 「獲 褻出版物制定法」(Qbscenities Act)の も
とで,13点 を押収撤去 した。絵 の扱 いを巡 って8月8日 に,ロ ン ドン,マ ール
バ ラ ・ス トリー トにある警察裁判所 で公聴会),rよ る審問が行われ,そ の結果,
「二度 とイギ リスで展示 しない」 とい う条件で,絵 は戻 された。撤去押収 され
た13点 は 「ポ ッカ ッチ ョ物語」 「アマ ゾンとの戦い」 「ダ ンス ・スケ ッチ」 「ヴ
ェランダの家族」 「農夫」 「炭坑 事故」 「北海」 「春」 〈以上油彩 画8点 〉 「白鳥
の歌」 「レダ」「あ くび」「火の踊 り」「マ ンゴの木」〈以上水彩画5点 〉 であ る。
と くに 「ポ ッカ ッチ ョ物語」 のペ ニスが描かれ た部分 は官憲の警棒 でひ ど く傷
つけ られ るとい う事態にな った。 ロレンスは絵を取 り戻すべ くフィ レンツェの
ホテルか ら悲痛 な 言葉 で 画廊主 の ドロシ 一ー・ウ ォー レン(Dorothy Warren,
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1896-1954)に ご手 紙 を 書 く(1929年7月14日 付 け)。
今朝あなたの長 い手紙 を受け取 りました。ああ,困 った ことにな った!高
等法院に行 くのは間違 いだ と思い ます。何をす るために?絵 が狼褻でない
ことを証 明しに?絵 は狸褻 なんか じゃない。 それを ど うや って証明す るで
す って?そ れに もしそ こに行 った りすれば,絵 を取 り戻す のに何年 とい う
ロスになるで し ょう。いや,だ めです。あなたに妥協案を受けて もらいた
い。いかな る場合 であれ,絵 が焼 かれ るなんて望 みません。 もちろん,法
律は変 え られ な くてはな りません。見 え透いて明 らかな ことです。狼褻 で
ない ことを証 明す るのに ど うしてぼ くの絵が焼 かれるのです か?ぼ くの絵
には神聖 なものが あるのです。イギ リスの全 自由を相手 に した って,燃 や
させ ません。ぼ くはイギ リス人です。ば くはイギ リスの 自由のために一肌
脱 こ う。ぼ くは真の人間です。ば くの第1の 信条 はぼ くが人間であ るとい
うことと,ぼ くが誠実に主張 してい ることが,国 家や他 のいかなる制限に
も侵 され ることが ない とい うことです。 イギ リスの法律を 変 え る た め に
も,ぼ くの絵が燃や されるべ きだ とい うことを認 めることは,ぼ くのいち
ばん 信 じていない 環境の 下に 生命 の 犠牲 を 認 める ことになって しまいま
す。だめです。 どんな ことが あって も絵を燃 や された くあ りません。時の
続 く限 り,こ れ以上 の礫刑 や殉教 や火刑は繰 り返 してはな りませ ん。ぼ く
が制止 できるのであれば。 あ らゆ る礫 刑が カルマの もっとも恐 るべ き連鎖
を生み,あ らゆ る殉教が ラオ コー ンの蛇 とな って人類一族 に絡み付いてい
るのです。そ の ようなものは も うごめんです。二度 とイギ リスで展示 して
はな らない と約束を しなければな らな くなった として も気に しません。 イ
ギ リスが心を入れ替 えたい と望 めば,あ とでいつだ って可能 です。焼 かれ
た絵は呼び戻す ことはで きないのです。焼かれた って,心 臓を破裂 させ る
よ うなことはあ りません。 しか し間違 いな くぼ くは イギ リス人に何 の希望
も関心 ももたな くなるで し ょう。
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この時点 で1ケ 月後 の ことは誰)/YY¥...も分か らない ことだが,ロ レンスに してみれ
ば絵が焼かれ るかもしれない とい う危惧はつぶ さに感 じていた ことだ ろ うし,
友人か らの情報 に よって も分か るように,そ の危険性は大 いにあ った。 ロレン
スは妻 のフ リーダに ロンドンへ 出向かせ,自 らは フ ィレンツェ,ス ペ イ ンのマ
ヨル カ(Mallorca),ド イツのバ ーデ ン ・バ ーデ ン(Baden-Barden)な どの異
国の地か ら悲痛 な思いで事件 の行方を案 じている。一連 のシ ョックを隠 しきれ
ない ロ レンスは この撤去押収 とい う暴挙 に対 して詩 の中で も,怒 りを露おに し
ている。 「13枚の絵」(お お,ぼ くの13枚 の絵が牢獄 の中にい る!… …),「 火
刑」 (助 けて くれ!助 けて くれ!奴 らがぼ くの絵を焼 こうとしている……),
「下 品だ,淫 らだ,ぞ っとす る一 くば くの絵に対す る警察の言い分〉」(最 近
ぼ くは もっとも異様な夢を見た:/ロ ン ドンの白百合の よ うな警官たちが卒倒
す るのだ ……),「 学校で習った歌」(彼 を捕 らえろ,彼 は下 品だ.さ らに悪い
ことに狼褻だ ……)〈 以上 『続 ・三色す みれ』 よ り〉,「 イギ リスの少年」(あ
の イギ リスの血 を持 って/少 年は何枚かの美 しい絵 を描いた……),「1万3000
人 の人 々」(1万3000人 の人 々がば くの絵 を見にやって来 た……),「 純潔 のイ
ギ リス」 (童 貞で 純情 な警官がや ってきて/恥 ずか しげに 顔 を隠 した……)。
「ぼ くにスポ ンジを」 〈以上rい ら くさ』 よ り〉 とい う詩は全文 を引用 してお
きたい。 これは絵が戻 された直後に書かれた詩 であ る。
ぼ くにス ポ ンジ ときれいな透 き通 った水を くれ/そ して少 しのあいだぼ く
をひ と りに して くれ/監 禁 の屈辱 か ら救出 されたばか りの13枚 のかわいそ
うな絵のそばで。/今 はぼ くをそ っとしておいて くれ,ぼ くの魂 は煮 え く
り返 ってい るのだか ら/絵 の中の人物 たちの優 しい魂 を/カ タツム リの這
い回 ったあ との よ うに シ ミをつ けたあの汚い警官の眼の/ヌ ル ヌル した形
跡 を感 じてい るので。/お お,ぼ くの素敵な絵は汚 くされ,汚 され た/時
の経過にごよってではな く,不 潔 な息 と眼に よって/不 潔 な眼で見つめ,汚
れた 目で見つめ,虚 妄 を吐 きかけた卑 しむべ き人 々の。/お お,ぼ くの素
敵 な絵 よ,優 しくス ポ ンジで拭かせて くれ/あ の色の くす んだ眼が残 して
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い った ヌラヌラを拭 き取 るために/狼 褻 な眼が這 い回 りそ のたび ごとにご汚
らしい ヌル ヌルを残 してい った ところを。
当時 の マス コ ミの 反応 は 喧 々誇 々で,酷 評か らす ると 「向 こう見ず」 「不快
感」 「狼褻」 「不名誉」 「侮辱」 「戸惑 う」 「下 品」 「あか らさま」 とい った表
現が主流を 占め,ヴ ィク トリア時代以来の 「性」 にご対 して抱いていた ダブル ・
ス タ ンダー ドが根強 く当時の社会 の人 々に も依然 として残 っていた ことが分か
る。 しか し一方では 「深遠に して内観的」 「色鮮 やかで,利 己的ではあるが,
並外 れた表現 力」 「ロ レンスの新 しい手段 に よって 自己の内的な ヴィジ ョンを
リズ ミカルj/Y,驚 嘆すべ き自信を持 って表現す る力量に圧倒 され る」 な どの弁
護 に回る評論 も多かったのであ る。審問では 「陰毛 の描写」 の狼褻性が中心 と
なったが,激 しい 検察側 の非i 対 して,美 術鑑定家で 美術商 のオーガス タ
ス ・ジ ョンは 「ロレンスは真 の芸術家である」 と反論 してい る。そのほか,ブ
ル ームズベ リー ・グル ープの,オ ッ トライ ン ・モ レル夫人,リ ッ トン ・ス トレ
イチ ー,ロ ジャー ・フライ,レ オナー ド,ヴ ァージニア ・ウル フ夫妻,ク ライ
ヴ,ヴ ァネ ッサ ・ベル夫妻,ダ ンヵン ・グラ ン ト,メ イナー ド・ケイ ンズ らの
皮肉に もかつて ロレンスが憎悪 した人 々が支援す る。それはr恋 す る女 たち』
のハ ーマイオニのモデル問題で絶交 していたオ ッ トライ ン ・モ レル夫人 との仲
直 りが縁で,彼 女の政治的手腕 もあ って のことだ った と考 え られ るが,多 くの
美術史 家 作 家,国 会議員が嘆願 書に署名を もしたのであ る。 オ ッ トライン ・
モ レル夫人の夫 フィリップ ・モ レル(Philip Edward Morel1,1870-1943)が
国会議 員であ った こと,ウ ォー レン画廊主の ドロシー ・ウ ォー レンの名付 け親
がヘ ンリー ・ジ ェイムズ(Henry James,1843-1916)で,オッ トライ ン ・モ
レル夫人 の姪に当たる ことも大 いに関係 していた ことは間違 いあ るまい。
 この時期. rチ ャタ レー夫人の恋人』がイタ リアか らイギ リスに郵送 され る
際にご没収 された り,詩 集r三 色す みれ』の削除問題(14編 が削除 され る)が 生
じた りしてい る。 ロ レンスは この詩集 の序文 で 「私は とくに,い わゆる く狸
褻〉な言葉を使 うことで非難 されてい る。 〈狼褻〉 とい う言葉それ 自身 は何 を
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意 味 してい るのかだれ も知 らない。 しか し,へ そか ら下の部分に属す る例 の言
葉 はすべて く狼褻〉 であ ると判断 され る ように なってい る。 〈狼褻〉は今 日で
は警官が逮捕す る権利があ ると考え られ るものを意味 し,そ れ以外 の何 もので
もないのであ る」 と書 いてい る。マ ン ドレイク社版 『ロ レンス絵 画集』は ウォ
ー レン画廊で個展開幕 と同時に頒布 され るが,7月5日 の13点 の絵 の撤去押収
と同時にご,画 廊に置かれていた4冊(う ち1冊 は特装本)も 没収 され,後 に焼
却 された ようであ る。事件が起 こる前 に何枚 かの絵は売れていた。 「モーゼの
発見」が ケ ンブ リッジの学生 に.「 ポ ッカ ッチ ョ物語」が王室の高官に,「 レダ」
がス コッ トラ ン ド人の コ レクターに契約 されていたがt結 局 キ ャンセルにな っ
た。そ して 「北海」はマ リア ・ハ ックス リーに,「 ダ ンス ・スケ ッチ」は フ リー
ダの娘 エルザ(Elsa Weekly,1902-85)に,「 男たちの再生」は フ リーダの息
子モ ンタギ ューに,「 農夫」は ドロシー ・ウォー レン(画 廊主)に,「 タ ンポポ」
は 『チ ャタ レー夫人 の恋人』 の出版者の ジュセ ッペ ・オ リオー リ(Guiseppe
Orioli,1884-1942)に,な どな どの話が決 まっていた ようだが,結 局 ロレンス
の死後すべての 「裸 体画」 を妻 のフ リーダが管理す ることになる。それ らの多
くを フ リーダが ニューメキ シコのタオスまで運 ぶ ことになったが,そ の一・方散
逸 し,所 在不 明となった もの も多い。 現 実的 な 視点か ら見 ると,ロ レンスは
rチ ャタ レー夫人の恋人』を売 って収入を得たか った。それがか なえ られな く
なったため.絵 を売 って収入を得たか った。それ は彼が再度訪れたい ニューメ
キ シ コへ の渡航費用のためであ った。それ もかなわな くなった。半 ば絶望的で
あるが,彼 の肉体 は上記 のシ ョヅクでボ ロボ ロになって い た とい って よい。
1929年8月8日 の審問を受け 「二度 とイギ リスで展示 を しない」 とい う判決を
受けた ときか ら数 えて,ロ レンスの人生は206日 しか残 されていなかった。
(8) 「ロ レ ン ス の 絵 」 を イ ン タ テ ク ス チ ュ ア リテ ィで 読 む
 実 験 的 に で は あ るが,ロ レ ンス の 描 い た 「裸 体 画」 を さ らに`イ ン タ テ クス
チ ュ ア リテ ィ'(interteXtUality)に ごよ っ て 鑑 賞 す る こ と も 出 来 る。 も と も と
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J.ク リス テ ヴ ァの 用 語 で 「あ らゆ る 文 学 テ グス トは 先 行 す る他 の文 学 テ クス
トと相 互 依 存 に あ る とい う考 え 方 」(『 最 新 文 学 批 評 用 語 辞 典 』 川 口喬 一 他 編
研 究 社,1998年)で,現 代 の文 学 批 評 に 実 践 さ れ て い る が,近 年 で は 芸 術 に お
い て も採 用 され て い る(『 美 術 史 の歴 史 』 ヴ ァー ノ ン ・ハ イ ド ・マ イ ナ ー 著,
北 原 恵 他 訳,ブ リ ュ ッ ケ,2003年,352-63頁)。つ ま り美 術 史 の 言 語 も また,
文 学 同様, 「伝 統 」 「影 響 」 「起 源 」 「借 用 」 な ど の ロ ゴ ス 中 心 主 義 的 批 評 の
言 説 に 巻 き込 ま れ て い て,そ の 権 威 主 義 か ら解 放 し,「 相 互 依 存 」 あ る い は ジ
ャ ンル の 「横 断 」 とい うか た ち で 捉 え よ う とす る意 図 か ら考 え られ た 「破 壊=・
構 築 」 の 概 念 で あ る。 筆 者 の 論 は い わ ゆ る`純 粋 な'イ ン タ テ クス チ ュア リテ
ィか ど うか 分 か らな い が,西 洋 の ロ ゴ ス 中 心 主 義 の歴 史 を 認 識 した 上 で,ロ レ
ンス が い か に 脱 中心 化 を 目指 し た か と い う 視 点 が ら見 て い く と,ロ レ ンス の
「裸 体 画 」 は 非 常 に テ クス ト性 の 高 い もの で あ り,単 に 美 術 史 的 に の み 論 じ る
べ き で は な く,む し ろ 文 学 テ クス トと不 分 離 な テ クス ト群 と して 見 るべ きだ ろ
う と考 え る。 そ の意 味 で 言 え ば ロ レ ンス の 「裸 体 画 」 に は ジ ャ ンル を さ ま ざ ま
に 横 断 した 複 数 の テ クス トと の 相 互 関 係 が 明 らか に 見 られ る。 筆 者 は三 つ の 視
点(① 模 写 の 特 徴 ② 絵 画 と文 学 との 関 係 ③ ロ レ ンス の 「タ ンポ ポ」(129)と 村
山 椀 多 の 「尿 す る裸 僧 」 の 小 便 図)か ら記 す こ とに した い 。
 ① の 「模 写 の 特 徴 」 に つ い て は,ロ レ ンス の 「風 景 画 」,「 ル ネ ッサ ンス 絵
画 」'の 模 写 を 中 心 に 考 察 す る こ とが で ぎ るだ ろ う。1900年 初 頭,ロ レ ンス は も
っ ば ら模 写 を す る こ とに 楽 しみ 以 上 の 打 ち 込 み 方 を 見 せ て い る。 彼 は19世 紀 の
水 彩 画 家 デ イ ビ ッ ド ・コ ッ クス(David Cox,13),コ リン ・ハ ンタ ー(Colin
Hunter,25), B.W.リ ー ダ ー(B.W.Leader,26), W. L.ピ ッ ク ネ ル(W.L.
Picknell,27),ア ー ネ ス ビ ー ・ブ ラ ウ ン(Arnesby Brown,28),ヒ ュー ・キ
ャ メ ロ ン(Hugh Cameron,31), H. B.ブ ラバ ゾ ン(H.B.Brabazon,32),ピ
ー タ ー デ ・ウ ィ シ ト(Peter de Wint,・33), E.A.ウ ォー タ 一ーロー(E.A.
Waterlow,40),フ ラ ン ク ・ブ ラ ン グ ィ ン(Frank Brangwyn,42),モ ー リス ・
グ ラ イ フ ェ ンハ ー ゲ ン(Maurice Greiffenhagan,44,45,48,49), G.ウ ェザ
ビー(Geo Wetherbee,47), J.L.ウ イ ンゲ イ ト(J.L. xngate,51), J.M.
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ス ワン(J.M.Swan,52,53), G.H.メ イ ソン(G. H.Mason,54)な どの絵を
模写 してい ることが分 かっている。 一方で,ロ レンスの少年時代(1885-1900
年)に おいて,イ ギ リスではいかに風景画や静物画,あ るいは 「衣裳絵画」 と
呼ばれ るものに限 られていたか,そ れに,複 製 画を掲載 した出版状況がそれを
い かにに反映 させていたか,と い う文化状況を認識す る必要 があ るだ ろ うし,
そ の一方 で,ロ レンスが晩年に書 いた 「絵 画集序文」 の中でその現象をイギ リ
ス人の 「肉体か らの逃避 の結果であ る」 と書いてい ることと併せて考慮 しなけ
れぽな らない問題 だろ う。ただ明 らかな ことはG.ネ ヴィルが回想 した ように,
ロ レンスが オラ ンダ風 景画的な 「水車のある風 景」や 「ヨッ トのい る海景色」
を好んだ とい う事実である。 ロレンスを研究す る際に,上 記の画家たち との関
係 を調 べその 「伝統」 「影響」 「起源」 「借用」 な どを論 じてみて も全 く無意
味であ る。現実的 に,ロ レンスは当時の絵葉書や雑誌な どの複製画か ら絵に触
れ るとい う手段 しかなか ったわけであ って,『 少年 自身』(7'he Boy's Own
Paper)と い う週刊雑誌か ら,ル イス ・ウエ インの猫や犬 の漫画(4),あ るい
は蜂の絵(19,39,140)を 模写 した り,花 や果実の静物 画を描 いた りしたの も
同 じ楽 しみ としての行為であ った といえ よ う。 ロレンスは特定 の 「伝統」 「影
響」 「起源」 「借用」 を求 めていたのではな く,ジ ャンル横断的 な当時 の大衆
的 な出版物や複製画を通 じて,小 説や詩を書 くだけでな く絵 を 「模写 し,直 感
的 に彩 色す る」 とい う行 為に よって 「表 現」 す る喜 びを 学んで行 った とい え
る。当然,今 日的 に見れば,イ ギ リスの ヴィク トリア時代 の残 した負の遺産 で
ある,キ リス ト教的父権制,ロ ゴス中心主義,理 想的愛 機械文 明を もろに受
けて成長 してい く過程に 「脱中心」 の闘争本能 が彼の活動 の根底にあ る。その
ス トラテ ジー とな るのが イギ リスが 喪 失 した 「生命表現」 の探求に あ った。
「絵を作 る喜び」 の中で 「ぼ くらの時代は過度に意識 的にな ってい る時代であ
る。われわれは多 くの ことを知識 として持 ってい るが,ほ とんど感 じな くな っ
ている」 と嘆 き,人 々が理論漬けになっていて,学 校教育 においても抽象的な
理論が先行 し 「見つめた ものを描 く」 ことが主 流にな ってい ると書いてい る。
まさに ロ レンスの 「模写」 はそ こか ら自 らを解放 し 「理論的な眼を閉 ざし,本
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能 と直感で描 く」訓練を した といえ よう。.ロレンスは一・貫 して描 くことが 「楽
しい」 と言説す る。知的に分析 し,教 え られた よ うに描 くのではな くz夢 中に
なって 絵 の中に飛び込む,そ れが ロレンスの 「本能 と直感」 の実践なのであ
る。 ロレンスの文学 テ クス トと絵画テ クス トを鑑賞す る場合,そ うい ったモ ダ
ニズ ムとしての前提条件を踏 まえて置 く必要があるだろ う。 なに よりも少年時
代の ロレンスの感性その ものが父権制的ではな く,反 時代的なほどに,極 めて
女性的であった とい う点が重要 なのであ る。
 ロ レンスはジオ ッ ト(Giotto di Bondone,66),フ ラ ・ア ンジェ リコ(Fra
Angelico,71),ピ エ ロ ・デ ィ ・コジモ(Piero di Cosimo,72),ロ レンツエ ッテ
ィ(Pietro Lorenzetti,73),マ ザ ッチオ(Masaccio,76)の 絵を模写 している。
さ らに彼は 「絵を作 る喜び」 の中で ピーター ・デ ・ホーホ(Peter de Hooch)
や ヴァン ・ダイ ク(Antonis van Dyck)も 模写 した と書 いているが,こ れ ら
のルネ ッサ ンスの画家の絵 を模写 したのは1915年 か ら21年 にかけてである。 そ
の期 間は,作 家 として船出 しr息 子 と恋人』r虹 』 『恋す る女たち』 な どの小
説を 出版す る,い わば ロ レンスが 文学的に もっとも成熟 してい く時期にご当た
る。当然.小 説 の中でそれ らの傾 向は強 まってい る。 ロレンスは この頃,第1
次世界大戦 とい う悲劇が もた らした 時代 の 空気を 人一倍感 じ取 って いただ ろ
う。た とえばス トラヴィンスキーが舞踏 曲 『春 の祭典』をパ リ,シ ャンゼ リゼ
の劇場で発表 し,非 難 と怒号を 浴 びた1913年5月29日 のそ の 日にr息 子 と恋
人』 が 出版 されている。r春 の祭典』 には 機械文 明の騒音が 組み込 まれてい
て,そ の機械的で破壊的な状況はT.S.エ リオ ッ ト(Thomas Stearns Eliot,
1888-1965)の 『荒地』(1922年)の 中で共鳴す ることになる。そ うい った激動す
るモ ダニズムの中で彼は 自分 の文学 テ クス トをそれ までに培 った 「画家の 目」
を通 して創作 した と言 って もいいだ ろ う。 とくにルネ ッサ ンス絵画を基底 とす
る芸術 テ クス トをモ ダニズムの流れに晒 して,画 家 とい うよ りむ しろ作家 とし
ての仕事に専念 している。 た とえば 『虹』 の中では フラ ・ア ンジェ リコの 「最
後 の審判」が重要な要素を含 んでいる。 「この絵には魂 の救済 と地獄堕ち,つ ま
り天国 と地獄 の対立の図式が描かれてい る」 とジェフ リー ・マイヤーズは 『絵
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画 と文 学』の中で注釈 し 「ロ レンスの作 品には く り返 し現れ るイメージ,す な
わち,光 やア ーチ型 の通路 天使 や円環,庭 園や宗教的な胱惚感 な どの文学的
な源は聖書であ り,絵 画的な源は 《最後の審判》である」 (91頁)と 書いてい
る ように,ロ レンスは文学テ クス トに父権制の権化た る 「聖書」 (「聖 家族」
111,「 復活」118を 参照)を 扱い,そ こで 「脱中心」 を志向す る。 もっとも多
く宗教 的なテーマを絵画化 したのがルネ ッサ ンス絵画であ った こととジ ェフ リ
ー ・マイヤーズの指摘か らわれわれは ロ レンスの行 った模写行為が1府に落ち る
のであ る。r虹 』 の中で現れ る 「神の息子たち と人 間の娘 たち」(「 創世記」
6:4)の テーマが 『恋す る女 たち』 『チ ャタ レー夫人 の恋人』へ と継承 され,
その一連 として,や がて 「北海」(142)と い う絵 画にこおいて表 象 され ることに
なる。だか らとい って,ル ネ ッサ ンス画家たち との影響関係を論 じることはで
きない。 ロ レンスの初期 の19世 紀の水彩画家 との関係 と同様,ロ レンスはまず
モダニズムの洗礼を受ける 一方で 「ルネ ッサ ンス絵画」 に興味を 持ち,マ ー
ク ・ガー トラーの ような友人画家か ら,絵 葉書や画集を送 って もらい,そ こか
ら 「気に入 った もの」 を選 んで模写 した とい うことなのだ。 とはい え,ラ フ ァ
エ ロや レオナ ラル ド ・ダ ・ヴィンチや ボ ッテ ィチ ェル リな どの絵 を模写 してい
ない とい うのは,彼 らが極度 に精神性に包 まれた画家 であ るとして忌避 した傾
向も見 られ よう。とい うよ りも,ロ レンスは,盛 期ルネ ヅサ ンスの絵画 よ りも,
直感的 におお らかな初期ルネ ッサ ンスの絵を好 んで選 んだ ように思われ る。
 ② の 「絵画 と文学 との関係」 についてであ るが,ロ レンスの後期 の 「裸体
画」の多 くは 『チ ャタ レー夫人 の恋人』 とい う文学テ クス トを絵画テ クス トに
焼 き直 している とい う特徴が見 られ る。両者をほ とん ど同時に進 めてい ってい
るとい う事実か ら当然 といえるか もしれ ないが,ロ レンス 自身 「言葉 か ら来 る
喜 び」 と 「絵か ら来 る喜び」を同時的に体験 していた。 したが って,ロ レンス
の 「裸体画」 はほとん どの場合, 「ナラテ ィヴ ・ペイ ンテ ィング」 として読 む
ことが可能 になってい る。 も うひ とつ のイ ンタテクスチ ュア リテ ィとして,後
期 の 「裸 体画」にはそれ までの ロレンスの文学 テクス トを含めた複数のテ クス
トが まさに 「織物」(texture)の ように重 層的 に組み込 まれ てい る。 この2点
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が大 きな特徴 であ る。
 羅列的になるが,先 ず 『チ ャタ レー夫人 の恋人』との関係で見てい く。「ポ ッ
カ ッチ ョ物語」(112)は 『チャタ レー夫人 の恋人』の第6章 で,コ ニーが初 め
て森 に入 り,体 を拭 いているメラーズを こっそ り見 る場面の焼 き直 しである。
ピーター ・ブ リューゲルの 「収穫」(1565年)の 中か ら出て きた農夫 の ような園
丁が木の下で,シ ャツをはだけ,両 足 を広げ,性 器を見せてにやにや しなが ら
寝てい るふ りを している。そ こに数名 の修道女が通 りかか り,男 の性器 を見て
「彼の栄光」だ と言 う。小説 の コニーもメラーズの裸体を盗み見た ことで,そ
の神聖 さに打たれ,生 命感 に基づ く彼女の肉体意識が 目覚 めた ことを示 してい
る。 この瞬間を ロレンスは両 テ クス トで生 き生 きと描 出す る。 「楽園へ の飛行
帰還」(117)は 文字通 り,ア ダムとイ ヴの 「楽園」 の再現 であ る。非常 に表 現
主義的 な絵で,フ ィレンツェのサ ンタ ・マ リア ・デル ・カル ミネ聖堂内のブラ
ンカ ッチ礼拝堂(Brancacci Chapel, Santa Maria del Carmine)に あるマザ
ッチオの 「楽園追放」(フ レス コ画)を も類推で きるだろ うが,そ こにご直接の影
響 関係は見 られない。む しろ ロレンスの扱 う主題 に重要 な点があ る。 『チ ャタ
レー夫人の恋人』 の コニーとメラーズの姿 と重 ねる ことに よって,伝 統的なテ
クス トか らのイ コノ クラステ ィックな 「神話への回帰性」 が強 め られ ることに
もな る。 この絵は,父 権制 の色濃い ロゴス中心主義的な夫 クリフ ガ ードに拘束
され た コニーが森 とい う トポスに よって 自己に 目覚め る。森 を表 象す る森番 メ
ラーズがそれを援護す る。デ ィオニ ュソスの秘儀 さなが らに,生 命 を求めて コ
ニーは森 に逃げ込 も うとす る。 かつて林檎 を食す る ことに よって 「原罪」 を犯
した イ ヴとアダムは神の怒 りを買い,楽 園 を追放 され る。大天使マイケルが剣
を振 り回 し,追 放 に加担 したのだ。そ の 「楽園」に逃 げ込 も うとす るコニーを
援護す るのが メラーズであ る。天使 と戦 うものす ごい形相の男 と,足 枷 らしぎ
ものに拘束 され,奇 怪 な姿勢 と苦悶の表情を した女の絵図を,そ れだけ見た の
では不可解 な絵 に終わ るだろ う。 しか しこれは ロ レンスのみ ごとな技術に よる
ナ ラテ ィヴ ・ペイ ンテ ィングなのであ る。 アダム とイヴを重ね るだけでな く,
絵 の背後の工場(文 明),こ っそ りと(一 目瞭然ではあ るが),煙 突 のひ とつに
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男根を描 きこんでいる ことに注 目すべ きであ る。だが これは隠 し絵 ではない。
われわれを 挑発す る 明 らかな ス トラテジーなのである。 森(温 も り)と 文 明
(冷 た さ)の 二項対立を表 し,明 らかに ロゴス中心主義 との戦 いを展開 させて
いる。r林 檎 を投げ返す」(121)も 同 じクリフォー ド(神)と の戦いを示 して
いる。 ロレンス 自身 「古 い主 である神に林檎 を投げつけ,楽 園か ら追 放 す る
ア ダム とイヴの絵 を描いてい ます」(1927年10月21日 付け,ブ ル ースター夫妻
宛て)と 書 いた絵 であ る。旧約聖書ではアダムとイヴが神か ら楽園を追放 され
る。 ここでは原始性を露 わに した全裸 のア ダム とイ ヴが逆に神を楽園か ら追放
しようとい うのであ る。 まさに男性中心的 な 「聖書」 と 「伝統」 の破壊 を企図
してい る。 これはrチ ャタ レー夫人の恋人』 の第13章 の車椅子の場面の焼 き直
しであ ると考 え られ る。その場面では,メ ラーズに非道 な仕打ちをす ると感 じ
た コニーが初めて夫 ク リフォー ド(神)に 憎悪 ない し敵意を感 じる。「夫(神)
を地上か ら抹殺せねば」 と思い,デ ュオニ ュソス的 な森 番 メラ.__.ズを 援護 し
て,か つての 「原罪」 としての林檎を 自ら拾い,彼 に渡 し,メ ラーズはその林
檎 を次 々),YYL神に向か って投げ返すのだ。神 の姿には象徴的にも下半身にご衣が描
かれてい る。 何 よ りも,右 手に 「知恵の木」 なるものが描 かれてい るはずだ
が,そ れは 「男根 のイメージ」)'Y変 え られている。 「タ ンポポ」(129)は,石
r° 手を支 えた裸身 の男が咲 き綻 びるタンポポの花に向けて小便を してい る図
であ るが,『 チ ャタ レー夫人 の恋人』の中では,第15章 で メラーズが コニーに対
して 「お まえが うんこを した りす るのが嬉 しいんだ。 うん こもお しっこもで き
ない ような女なんか欲 しかねえ」 と告 げていて,そ のイメージを絵画化 した も
のであ る。一方では 「お しっこ」の意味を持つ フランス語 の`pissenlit'に タ ン
ポポの意味があ ることを思 えば この絵が胴 に落ちる。Rレ ンスは 「タンポポ」
が 「緑 の大地における太陽 の光線が充満 してい る小 さな太陽」 であ ると考 えて
いて,「 生命貴族」 とい う言葉を使 って表象 させてい る(「 ヤマア ラシの死)/YY`.関
す る随想」)。ロ レンスは 「小便」 とい う肉体の自然性を隠蔽す るのではな く,
絵画の主題 とす ることで,大 らかな生命の発露 のひ とつ として描 出 し,精 神の
持つ抑圧性 を取 り除 こうとしてい る。 「炭坑事故」(139)は 『チ ャタ レー夫人
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の恋人』を読む と,第7章 で クリフ ォー ドの看護をす るボール トン夫人が コニ
ーに,か つて 夫 の テ ッ ド・ボール トンが 炭坑 内で 事故死 した ことを 語 ってい
る。 この絵は単に事故の悲惨 さを表 象す るだけでな く,当 時の炭坑夫たちが坑
内で裸 にな って労働 していた とい う背景 の中で,彼 らの肉体を描出す ることに
よって,肉 体の すば らしさを 喚起 したい とい う衝動 も働 いた と考 え られ る。
「北海」(142)は ロ レンスがハイネ(Heinrich Heine,1797-1856)の 同題 の
詩か ら思い立 った ようだがz上 述 した 「神の息子たち と人間の娘 たち」 を念頭
にこおいていてeそ の変容的な場面は 『虹 』の第10章 でアーシュラの願望 を通 し
て現れ, 『恋す る女たち』の第23章 で 「アーシュラはバ ーキ ンの中に別世界か
ら来た不 思議 な生 き物を見た。……神 の息子たちが人間の娘を見,美 しい と思
う。彼 もまた この神 の息子たちの一人だ った」 と描 出され,rチ ャタ レー夫人
の恋人』の第12章 で 「今,コ ニーの心の中に,森 番(メ ラーズ)を 言い ようも
な く好 ま しい と思 う気持ちが 目覚 めた。 男 とい うものだ。 自分 の上 にあ る不 思
議 な力。……今,コ ニーは男に触れた。 これは神の息子 と人間 との出会 いなの
だ」 と描出され るに至 る。 ロレンスは旧約聖書(創 世記)の 一場面をモチ ーフ
として,彼 のイメージす る 「肉体の生命),rV`.満ち満ちた男の姿」 を表象 し,女 と
のあ るべ き姿を描 くとい う手法を継承 してい ることが分か る。 さい ごに挙げ る
「ダ ンス ・ス ケ ッチ」(149)は そのままそ っ くりrチ ャタ レー夫人 の恋人』 の
第15章 の一場面 として現れ る。
女(コ ニー)は 小屋の戸 を開けて,ま るで鋼鉄 の幕 みたいに,一 直線に降
る豪雨をながめてい ると,突 然その雨の中へ飛 び込 んでい きたい,駆 け 出
したい とい う思いに駆 られた。 ・…・・激 しい雨に向か って乳房 を突 き出 し腕
を広 げ,ず っ と昔 ドレスデ ンで習った リズムダ ンスの動作で雨 の中を走 る
のがぼやけて見えた。 ……男(メ ラーズ)は 苦笑いを しなが ら,自 分 も服
を脱 ぎ捨 てた。 こらえきれな くなったのだ。裸 の白い体を さ らして,ち ょ
っと身震いを して,斜 めに降 りしきる雨の中へ と躍 り出た。そ の前を狂 っ
た ように低 く吠 えなが らフロッシーが飛んでい った。
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(伊 藤整訳,新 潮文庫,407-09頁 。)
これ は ロレンスがエ トル リアの遺跡 を訪れ,地 下墳墓 の壁画(祝 宴 の墓)を 見
て記 した内容 と一致す るだろ う。次 の とお りであ る。
女性は薄い リンネル ・モス リンの水玉模様の衣装を着 け,き れいな飾 り縁
のついた,派 手なマ ン トを着 ているが,男 はスカーフを着 けているだけで
あ る。酔 っ払 った女は頭 を後ろにのけ反 らせ,長 く,強 い指を反 らせてい
る。踊 り狂 ってはいるが決 して乱れてはいない。一方,肩 幅の広い,が っ
し りした若者は女の方を向いて踊 りなが ら手 を伸 ば し,親 指が も う少 しで
届 きそ うだ。 彼 らは 青天井の下で,小 さな 木をめ ぐって 踊 ってい る らし
く,小 鳥が飛 んでい るし,キ ツネの よ うな尾 を持 った子犬が,若 々 しい繊
細な情熱を込 めて何 かを見てい る。
      (『エ トル リアの遺跡』,杉 浦勝郎訳,美 術選書,98-99頁 。)
ロ レンスは明 らか)/YY`・この地下墳墓 の壁画を見て着想 し,こ の絵を制作 した と考
え られ るが,同 時的に 『チ ャタ レー夫人 の恋人』 の一場面 として描 出す ること
で,デ ィオニ ュソスの秘儀に見 られ るように,現 実の生活を抜け出 して,森 に
逃げ込 み,踊 り狂 ったかつての女たちの よ うに,コ ニーの 自由かつ解放 された
姿を ど うして も作 り出 さねばな らなかった。 このエ トル リア的生命 の躍動感は
両者か ら同時に噴 出 して くる。筆者は ここまで ロレンスの裸 体画か ら主 なもの
を引 き合 いに出 して,ロ レンスの 「裸体画」 とrチ ャタ レー夫人 の恋人』の関
係を見てい く道標に したつ も りであ る。 ロレンスの両 テ クス トを短絡的に 「狼
褻」 であ ると見 る前 に,彼 が さまざまなジャ ンルのテ クス トを横断 して,い か
に生命感を描 出 しよ うとして格闘 して行 ったのか,そ の秘密を探 る旅に出て も
らいたい と思 う次第であ る。
 も うひ とつのイ ンタテ クスチ ュア リテ ィとして,後 期 の 「裸体画」 に は そ
れ までの ロ レンスの文学テ クス トを 含 めた複数 の テ クス トが ま さ に 「織物」
                                  49
(texture)の ように重層的に組み込 まれ てい る,と 言 ったが.そ の点について
少 し触れてお きたい。
 かつて 筆者は,ロ ジャー ・ファウラーの 『『堕 ち た 女』 一談話 と焦点化」
(Roger Fowler,`The LOSt Girl discourse and forcalization,,キ ース ・ブ
ラウ ン編著,『D.H.ロ レンス批評地 図』,松 柏社,吉 村宏一他訳 2001年,
348-84頁)を 担 当翻訳 し,著 者が ロ レンスの 『堕 ちた女』(1920)に ごは,そ れ
以前 の著作あるいは他の作家 との関係があ って,ロ レンスの他 の著作に比 べて
「文体上の複雑なイ ンターテ クスチ ュア リテ ィを構成 してい る」 と指摘 してい
るこ とに負 う点が大 きい ことを断 ってお きたい。つ ま り,ロ ジャー ・フ ァウラ
ーの手法を援用すれば,ロ レンスの絵画テ クス トの場合 に も同様の ことが言え
る とい うことであ る。 「アマ ゾンとの戦 い」(113)に は 『見 よ!ぼ くらは切 り
抜けた!』(1917年)以 降 の妻 フ リ 一ーダ との戦 い の記録 が,「 干 し草 の山の下
で」(128)に は1908年 に書いた 「干 し草 の中の恋」 とい う短編小説や少年時代
の恋人たち との関係が濃厚だ し,「 炭坑 事故」(139)は 『息子 と恋人』や初期
のR一`,な に よ りも1904年12月23日 に ブ リンズ レー炭鉱で事故に遭 って負傷 した
父親 アーサ ーとの関係が濃厚である。「北海」(142)に は 『息子 と恋人』『虹』
『恋す る女たち』 などの小説 や詩 の中で繰 り返 し登場 して きたイメージが重 な
ってい る。 しか しTこ こではなかんず く,も っとも顕著であ ると思われ る 「乳
白色 の女 と黒 くススで汚れた鍛冶屋」(140)と 「夏の夜 明け」(153,154)の
2点 について触れてお きたい。 ロ レンスが少年時代に抱いたモチーフが後期 の
「裸体画」 の中で再現 され る とい う現象は何 も奇異ではない。それ どころか,
先祖帰 り的 な思考 はむ しろ 自然 な現れ方 であ る。 しか しそれだけに ロレンス と
い う作家を トータルに捉 えよ うとす る際に,上 記 の絵画が非常に有効 なテ クス
トとして浮上 して くることになる。
 「乳白色の女 と黒 くススで汚れた鍛冶屋」(140)に は1906年 イース ター以降
(21歳)に ご執 筆を開始 した 『白孔雀』 (1911年)と の関係が見 られ る。 ロ レン
スの初恋の女性,ジ ェシー ・チ ェイ ンバ ーズの回想(『 私記』)に よると, 『白
孔雀』 の原型である 「農場 の恋」 とい う詩では 「まっす ぐに育 った農夫の若者
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が.上 流階級の貴婦人を猛烈 に好 きにな り,こ の貴婦人は 自分の社会的優位性
を非 常に 意識 してい る」 内容がある,と い うのである。 そ して この詩 の 中に
は,初 期 に描いた 「蜂」や 「ウサギ」 な どのメタファーが登場す る。一方 ロレ
ンスは1912年3月 に大学教授夫人 フ リーダに出会い,5月 に駆け落ちをす る。
ま さに ロレンスに とっては上流階級の貴婦人であ り,彼 自身炭坑夫の息子であ
る。 この絵を見れば,男 が女を誘惑す る絵図であ り,そ の周囲に描かれている
「クモの巣にかかった蜂」 「家鴨 を追いかける犬」「ウサギを追いかける猟犬」
などは男 の仕掛け る誘惑や求愛 の様 を暗示 してい る。後に ロレンスが フ リーダ
の ことを女王蜂」(Queen Bee)と 呼んだ のも無縁ではあ るまい。1912年12月
29日 付けのエ ドワー ド ・ガーネ ヅ トに宛てた フ リーダの手紙には 「彼は,わ た
しの哀れな感情に 向か って,ま るで息切れ してい る野 ウサギの よ うに倒れ るま
で追跡 して きます」 と書かれてい るが,こ れは ロレンスが 自分 の手紙 と同封 し
て送 った手紙 で,の ちのち 当然 ロレンスの記憶に 残 ってい る 内容であ る。 ま
た,彼 の旅行記 『海 とサルデーニア』(Sea〃z4 Sardinia,1921)で は もっぱ
らフ リーダの代名詞 として 「女王蜂」 とい う呼び方が用 い られ てい る。r白 孔
雀』前後か らの,当 時の主要 なイメージや記憶 が ロレンス独特の 「階級意識」
と複雑に絡 み合 って,ロ レンスの人生 と文学は大 きな展 開を見せるが,た また
ま1928年 に訪ねて きた友人,ア ール ・ブル ース ターの歌 った俗謡 を聴いて,・一
瞬 の うちに この絵が制作 されること),rYt_..なった。 この絵にごはすでに,単 な るr白
孔雀』や 「農場の恋」のイメージだけでは な く『チ ャタ レー夫人 の恋人』のイメ
ージも加え られている。野 ウサギのイメージは コニーのイメージ とも重な って
い る。それは皮肉に もコニーの夫,ク リフォー ドの行 うスポー ツとしての狩猟
が暗示 され る ことになる。つ ま り,「 コニー ・キ ャッチ ング」(Cony-Catching)
とい うのは 「ウサギ狩 り」 のことであ り,「 コニー」 は同時にまた 「女性の秘
所」 を も指 している。 まさに 「コニー」 とい う言葉に もク リフォー ドの行 う弱
者い じめ とメラーズの称揚す る肉体の両方の意味が備わ ってい る。 当然 ロレン
スは これ らすべての複雑に絡み合 うイメージを知 り尽 くした上 で この1枚 の絵
を制作 していた ことにこなる。 これ まで批評家 の間で 『白孔雀』 と 『チ ャタ レー
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夫人 の恋人』 の関連性が研究対象 とな って幾度 も論究 されてきたが,こ の絵 と
の関連を論 じた ものは皆無である。 したが って,こ の絵 との関連性を見る こと
に よって新た な評価が展開 され ることに なるだろ う。
 「夏の夜 明け」(153,154)の 場合は 『白孔雀』 の中のジ ョージとシ リルの
水浴 の場面が 明扶に焼 き直 しされた絵であ る。 ロレンスの著作 には繰 り返 し水
浴 の場面が 出て くるが,こ の1928年 に制作 された絵には,ロ レンスが水浴 のみ
な らず,人 間(と くに男同士)の あ るべ き姿 として考 え抜 いた集大成が描 き こ
まれ てい ると見 るべ きであろ う。 「水浴す る 男たち」(115),「 赤 い 柳 の木」
(116).「 北海」〈142),「 男たちの再生」(148)な どがいずれ も一・連 の水浴図
であ ってみれば,当 然r白 孔雀』を執筆 した時代の イメージだけではない。 ジ
ェフ リー ・マイヤーズが 『絵 画 と文学』 の中で,世 紀末文学,と くに コル ヴォ
男爵(Frederick Rolfe〔Baron Corvo〕)の 「水浴す る少年たちのバ ラー ド」
(`The Ballad of Boys Bathing', Art R例 ∫θω,1,1890)と の関係か ら見て,
「同性愛的 な水浴,レ ス ビア ン的な水浴」 にっいて言及 してい るが(293頁),
この絵 を制作す る1929年 の時点では,そ れ まで 男 と男の 関係を追及 し,小 説
『恋す る女たち』(ジ ェラル ドとバ ーキ ン),『 ア ロンの杖』(ア ロンと リリー),
『カ ンガルー』 (サ マーズ とカ ンガルー),『 翼あ る蛇』(ラ モ ンとシプ リアー
ノ),戯 曲 『ダヴィデ』(ダ ヴィデ とヨナ タン)の 中で繰 り返 し探求 した関係
が ない まぜにな って この絵の中に組 み込 まれてい る。 もちろんラフ ァエル前派
の時代に流行 した 「牧歌」的 な水浴場面だけでな く,ド イツ表現主義者たちや
セザ ンヌの水浴 図のイメージも参画 しているだ ろ う。 この絵 を見 ると明 らかに
『白孔雀』 のジ ョージとシ リルの一場面 を絵 画化 していることが分か るが,さ
らに ロジャー ・フ ァウラーの言 うような 「文 体上 の複雑 なイ ンタテ クスチ ュア
リテ ィを構成 している」 テ クス トであ ると言 うことも可能にな って くるのでは
ないか と考 えるのであ る。 なぜ な ら,19世 紀後半 のイギ リス(ヨ ー ロッパを含
めて)で は,機 械文 明が進む」/Yt..つれ,自 然 回帰が再考 されていた こと,男 女 と
もに 「水浴」 ブームが沸 き起 こ り,絵 画 文学,商 業その他あ らゆ るジャンル
で大 々的 にな っていた とい う,社 会的 な現象を無視す るわけにはいかないだろ
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うか らであ る。 また当然の こととして,ロ レンスの扱 う 「男 と男」 「女 と女」
のセ クシュアル な関係 も,当 時の性に関す る,医 学を含 めた社会状況 と密接 に
絡み合 ってい る。男性中心主義 とキ リス ト教精神(ロ ゴス中心主義)か ら生 じ
た 「肉体蔑視」 とい う視覚過剰 のダブルス タ ンダー ドの文化 の中で,「 ヌーデ
ィス ト運動」な どを含め,新 し く,多 様 な人間関係が見 られは じめた時代 であ
る と同時に,飽 和的な旧世界 か らピカソや ゴーギ ャンの芸術 に見 られ る ような
原始 性のあ る新世界への 目覚 めが大衆に根付いて くる時代で もあ った ことを念
頭 にご置いてお く必要 もあ るだろ う。
 「タンポポ」(129)と 村 山椀 多の 「尿 す る裸僧」 の小便図(油 彩,1915年2
月)と の関係について触れてみたい。 村 山椀 多(1896-1919)は 筆者が 日本人
画家(あ るいは詩人 とい ったほ うが よいか も)と して もっとも興 味のあ る人物
であ る。 ロレンスは44歳5ケ 月の人生だ ったが,村 山椀 多は22歳5ケ 月の人生
で約半分である。 もっとも,二 人 の関係は まった くない。画風 も生 き方 もまっ
た く違 うとい って よい。 しか し画家的側面 か ら見れば.ロ レンス と村山椀 多に
は不思議 な共通点が見 られ る。筆者が ここで紹介 しようとしているのは両者の
共通 した画題についてであ る。それは① 小便図②煙草を吸 う絵③性器の描写④
赤(ガ ランス)へ 傾倒の4点 についてであ る。 ここで村山椀 多の人生 について
詳 し く触れ ることは敢 えて しない。 ここでは,参 考文献 として,比 較的容易に
入手 できるr村 山塊多全集』(弥 生書房,1963年),草 野心平著r村 山椀 多』
(日 動 出版,1976年),山 本太郎編r村 山椀 多詩集』 (弥生書房,世 界 の詩,
70,1974年),『 芸術新潮』(1997年3月 号),『 ユ リイカ』(1999年6月 号),
荒波 力著 『火だ るま椀 多』 (春秋社,1996年), r村 山椀 多展』 図録(三 重県
立美術館,1997年),『 鼎 と椀 多』(窪 島誠____.郎著,信 濃毎 日新聞社,1999年)
などを挙 げてお こ う。 「尿す る裸僧」 は1915年2月 の作で村 山椀 多の20歳 未満
の作品であ る。 なぜ,こ の二人が共通 して 「裸 体の男の小便図」 を描いたの
か。そ こに筆者 の興 味が集約 され る。絵画史的に見て,い わゆ るヌー ドの絵画
史 か ら見て も,主 題 か ら外 され るとい うのが通念 であろ う。 しか し,ロ レンス
はrチ ャタ レー夫人の恋人』 で 「お まえが うん こを した りす るのが嬉 し い ん
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だ。 うん こもおしっこも出来 ない ような女 なんか欲 しかね え。」 とい う言説を
登場 させ る。一方t椀 多の場合,「 尿す る裸僧」 のほかに,女 性が立 ったまま
放尿 している素描(「 スケ ッチブ ックA」 無題 1915年,信 濃デ ッサ ン館蔵)
まで描いている。そ して この 「尿す る裸僧」 は,ま さに裸僧がハスの葉 の よう
なものの上に全裸で突 っ立ち,合 掌 しなが ら,勢 い よく托鉢に 向けて小便を し
てい る。 神 々しく,ガ ランス色 の輝 きが 体全体か ら発光 し,密 教の印象の濃
い,謎 めいた小便 図であ る。信濃 デ ッサ ン館館主,窪 島誠一郎氏 は この裸僧 を
評 して,「 一種 の変身 自画像」 で 「ほ とば しる尿 はまるで射精 の ようであ る」
(新潮 日本美術文庫)と 書いているが,さ らに,上 記rユ リイカ』の中で東俊
郎(「 タ レカ尿スル」)や 小林 昌廣(「 放尿す る椀 多一天折 の現象学」)ら が この
絵を精 力的に分析 している。 ロ レンスの 「タ ンポポ」 はいかにも西洋的着想で
描かれ,椀 多の 「尿す る裸僧」は東洋的仏教観に包 まれて描 かれてい る。 ロ レ
ンス と異 な り,椀 多は これ以外に も鉛筆 と木版画 それに素描の3点 の小便図
を残 してい るし,執 拗 に も,間 借 りしていた小杉放庵 の家の壁 に も小便 の落書
きまで した ようである。20歳 に もな らない 「火だ るま」 (高村光太郎 の詩 「火
だ るま椀 多」 か ら)の ような椀 多のほ とば しるエネルギーは想像を絶す るが,
童話r五 つの夢』 の中に 「天の尿」 とい うのがあ り 「私 の股 ぐらか ら小便でで
きた まっす ぐな長い金の杖 が きらき らと下界をさ して落 ちて行 くのを見て私 は
涙の出 る程 よろ こんで居 ました。」 とい う言説)'YYV出会 う。 この文 の解釈 そのも
のにこも議論 が生 まれ る ところだが,小 林は 「放尿 の精神分析」を試みていて,
フ ロイ トの排尿 と射精 とい う異な るペ ニスの機能解釈を援二用 し 「放尿には射精
の イメージと快 楽が重ね られ る。射精 には受精 が伴い,そ こか ら生命体がかた
ちつ くられ る。椀 多が絵や言動に放尿 とい う行為を多 く顕 したのは,彼 が周 囲
の世界そのもの との合体=受 精を望んでいたか らではないだろ うか。そ してそ
の一方 で,燃 え さか る情欲の炎を消す唯__..の手段 として放尿 を選 んだのであろ
う。」としてい る。いずれに して もこの謎 にご満 ちた絵 の裸僧 の眼差 しは 「必死の
祈 りと悲哀」 に満ちてい る ように思える。 ロ レンスの場合 「タ ンポポ」 と 「小
便」 は同意語であ り,タ ンポポそ のものにご,自 然発生的 で飾 り気のない 「素朴
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な太陽の子」 のイメージがあ ってtま さに肉体賛美 と生 き生 きと輝 く 「生命貴
族」 の賛歌が感 じられ る。男の大 らかで生命 に満 ちた肉体 とタ ンポポ とが一体
(小 林 の言 う 「合体=受 精」)に な ることで,精 神に偏執す る西洋人の血 を 自
ら放榔 しよ うと願 ったに違 いない。筆者は この二人の他に小便を描いた画家が
いないか と探 したが 目下 出会 えていない。 ブ リュッセルの街 中にある観光名所
的な 「小便小僧」 とは訳が違 うのである。② として 「煙草を吸 う」絵 を挙 げた
が,ロ レンスはr息 子 と恋人』で 「煙草を吸 う」場面(「 クローズ ・ア ップ(接
吻)」136)を 重要なモチ ーフとして用 い,所 在不 明であ るが 「煙草」(123)を
描 いた とあ る。椀 多の 「田舎わかい しゅ」(1915年,信 濃デ ッサ ン館蔵),「 の
らくら者」 (コ ンテ,1916年,個 人蔵)も 煙草を吸 う男の絵 図であ り,同 様に
二人の不思議 な共通感を覚 えずにはい られ ない。因みにt椀 多の描いた 「男」
(1917-18年,個 人蔵)は ロレンスの 「農夫」(141)を 類推 させ る。 ③ として
「性器 の描写」 を挙 げた。 ロレンスの よ うに官憲に没収 された とい う記録はな
いが,椀 多の 「尿 す る裸僧」 をは じめ,数 多 くのあか らさまな男根の描出,女
体の陰毛や陰毛 のない性器の描出,交 接図な どを見 る と,筆 者の思いはいっそ
う募 る。相違点を見る と,椀 多の 「性器の描 出」 の場合,純 粋す ぎるほ どに,
自身 の性的欲望 の強 さが感 じられ ると同時 に女性の性器 をも自分 の肉体の一部
の ように描 いていて,ど こか両性具有的 な ところが感 じられ るが1ロ レンスの
場合は 「狸褻語」 と同様, 「人間の去勢 されて しまった社会的精神に衝撃を与
える」手段であ ると同時に 「神聖 な象徴」 として 「爆弾」的に,ま た 「勧告 の
洪水」 として描 いてい る。④ として 「赤(ガ ランス)」 を挙 げたが,小 林が 「塊
多は詩 と絵画 とを 同 じ色彩で 染めてい る」 と書いてい るよ うに.椀 多自身,
「世界は赤 だ,青 で も黄で もない」 (「わが命」),「 ため らふな,恥 ぢるな/
まつす ぐにごゆけ/汝 のガランスのチ ューブを とつて/汝 のパ レッ トに直角に突
き出 し/ま つす ぐに しぼれ/そ の ガラ ンスをまつす ぐに塗れ」(「一本 のガラ ン
ス」)と 詩の中で書いていて,ま さに椀 多の赤(ガ ラ ンス)は 「デ カダ ン的 な
情熱であ りほ とば しる血 の色」であ る。ち ょうどロレンスが 「ピエ ロ ・デ ィ ・
コジモの 『プ ロクリスの死』の模写」(72)に ついて,ク ヌ ド・メ リル ドに 「ぽ
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くは血 の流れ るさまを描写 した くて,わ ざとそ うしたんだ。それを真の赤い色
で塗 りたかったんだ。」と言い,さ らにエ トル リア遺跡の地下墳墓壁 画を見て,
後期 の 「裸 体画」 に暗赤色を使 って神聖 さと生命 の色 としての効果 を高め よ う
とした ことを想起 させ る(「 ダ ンス ・ス ケ ッチ」152)。 つ ま り,ロ レンスの赤
は 「神聖 な生命の色」であ る。 ロレンスが赤お よび暗赤色に対 して強烈に生命
反応 を示 した ことを思い出 しなが ら,あ らためて椀 多の 「尿す る裸僧」に 目を
向け ると,「 わが血 は尽 きた り/わ れは死なむ と思ふ/華 麗 なる残忍なるぎみ
をす てて/血 に染みて死なん」(「血に染みて」)と 歌 ったその思い と 「血意識 」
を戴 いてエ グザ イルの果てに悲痛 の うちに死 んだ不死鳥 ロレンスの思い とが重
なるのは筆者だけであろ うか。椀 多が中学時代に 「プ リンス」 と呼んで,恋 し
た少年稲生燦 に宛てた ラヴ レターを読 んでいる とr白 孔雀』の中のジ ョージと
シリルのホモセ クシャルな関係を類推 して胸を熱 くす ると同時に,そ の中で椀
多が 自らを 「粗野な百姓」 と書いている個 所に出会い,い っそ う ロレンスが
「タンポポ」 に描いた裸体 の男や 「農夫」 の絵 と重 なって くる。
                              2003年9月11日
 参 考(ロ レン スの 絵 画 作 品)
 1「 花 に 水 を や る如 雨 露 と大 雨 の 中 で 傘 を もつ 少 女 」`AChild with a Water-Can
  over the Flower Bed and an Umbrella over Her Own Head in a Heavy Shower'
  不 詳 。(1902年 頃)
 2「 ニ ュー ・フ ォー レス トで の子 馬 狩 り」`Colt-Hunting in the New Forest'水 彩 画
  (?),不 詳 。(1902年 頃)
 3「 林檎 を もつ 子 供 」`Child with an ApPle'画 用 紙 に鉛 筆 で 素 描 。 ノ ッテ ィン ガ ム
  大 学 図 書 館 蔵 。(1902-3年 頃)
 4「 ず ぶ ぬれ の 愉 快 な 猫 と向 日葵 の花 」 「3匹 の犬 」 の2点 い ず れ もペ ンで 素 描 。 個
 人 蔵 。 (1903年)
 5「 蔦 の葉 と3羽 の 燕 」 ペ ンで 素 描 。 個 人 蔵 。(1903年)
 6「 強 風 の 中 の 帆 船 」`Sailboats h High Wind'鉛 筆 と水 彩,16.5×12.5cm。 テ キ
  サ ス大 学HRHRC所 蔵 。(1903年 頃)
 7「 台 所 風景 」`Kitchen Scene'水 彩,30.5×20.3cm。 個 人 蔵 。(年 代 不 詳)
 8「 マ グ カ ップ の 中 の花 」`Flowers in a Mug'ハ ー ド ・ボ ー ド(硬 質 繊 維 板)に 油
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 彩 。30.5x22.9cm。 個 人 蔵 。(年 代 不 詳)
9「 風 景 」`Landscape'水 彩 。 ロ レ ンス生 地 記 念 館 蔵 。(年 代 不 詳)
10「 海 景 色 」`Seascape'水 彩 。 ロ レン ス生 地 記 念 館 蔵 。(年 代 不 詳)
ユ1「 風 車 の あ る風 景 」`Landscape with WindmilP水 彩 。31/4×51/2i1L。ノ ッテ
 イ ンガ ム大 学 図書 館 蔵 。(1904年)
12「 白馬 に跨 が る2人 の少 女 」 「花 」 「レモ ン」 「顔 」 「ラ フ ァエ ル前 派 風 な女 」 の5
 点 。 ペ ンに一 部 水 彩 。個 人 蔵 。(1904年)
13「 川 と橋 」`River and Bridge'水 彩 。6×14in.。 個 人 蔵 。(1904年)
14「 川 と教 会 」`River and Church'水 彩 。6x14in,。 個 人 蔵 。(1904年)
15「 風 車 の あ る風 景 」`Landscape with Windmill'水 彩 。 ノ ッテ ィ ンガ ム大 学 図書 館
 蔵 。(1904-5年)
16「 帆 船 と風 車 」`Windmill and Sailboat'鉛 筆 と水 彩 。9.6×14.6cm。 テ キサ ス大
 学HRHRC所 蔵 。(1905年)
17「 果 実(無 花 果)の ス ケ ッチ」`AStudy of Fruifis, Figs and Dark Green Leaves'
 水 彩(?)。 個 人 蔵(1906年)
18「 牡 鹿 と牡鹿 を見 つ め る雌 鹿 」`Deer with doe watching'署 名 帳 に イ ン ク。13×
 14in.。 テ キサ ス大 学HRHRC所蔵 。(1906年)
19rG. H. Burrowsの 紋 章 」`the Family Crest of(三H. Burrows'水 彩 。 テ キサ ス
大 学HRHRC所 蔵 。(1906年)
20「 パ ラ とケシ 」`Roses and Poppies'2枚 の 磁 器 製 の押 し板(porcelain pushplate)
 に テ ン歳 ラ。 直 径14cm。 テ キ サ ス大 学HRHRC所 蔵 。(1906年)
21「 バ ラ とス ミレ」`Rose and Violet'2枚 の磁 器 製 の押 し板(porcelain pushplate)
 に テ ンペ ラ。 直径14cm。 テ キ サ ス大 学HRHRC所 蔵 。(1906年)
22「 イ タ リア の運 河 風景 」`Italian Canal Scene'水 彩 。61/2 x 4 in.。 ロ レン ス生 地
 記 念 館 蔵 。(1906年 頃)
23「 花 瓶 の 花 」`Flowers in a Vase'油 彩 。16×13in.。 個 人 蔵 。(1906年 頃)
24「 人 物 の い る海 岸 の風 景 」 ℃oastal Scene with Figures'水 彩 。33/4×63/8in.。
 ハ リー ・T・ ム ア氏 蔵 。(年 代 不 詳)
25「 海 景 色 」`Seascape'水 彩 。91/4 x 13 in.。 ノ ッテ ィ ン ガ ム市 立 図 書 館 蔵 。(年 代
 不 詳)
26「 風 景 」`Landscape'水 彩 。83/4 x 131/2 i焦。個 人 蔵 。(年 代 不 詳)
27「 樹 木 」`Trees'水 彩 。81/2 x ll in.。 個 人 蔵 。(年 代 不 詳)
28「 夕 日の 中 の 牛 」 ℃ows at Sunset'水 彩 。6xllin.。 個 人 蔵 。(年 代 不 詳)
29「 家 屋 と教 会 」`Cottage and a Church'水 彩 。33/4×61/4in.。 個 人 蔵 。(年 代
 不 詳)
30「 秋 」`Autumn'水 彩 。6x121/4 in.。 個 人 蔵 。(年 代 不 詳)
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 31「 薪 捨 い 」`The Stick Gatherer'水 彩 。121/2 x 10 in.。 個 人 蔵 。(年 代 不 詳)
 32「 イ タ リア の風 景 」`Italian Scene'水 彩 。43/4×41/8 in.。 ノ ッテ ィ ンガ ム大 学 図
  書 館蔵 。 (1907年 頃)
 33「 収 穫 」`Harvesting'水 彩 。8xll in.。 個 人 蔵 。(1908年,10月)
 34「 風 景 画 」 の模 写 。 お そ ら く水 彩 。不 詳 。(1908年,10月)
 35「 風 景 」`Landscape'水 彩 。 イ ー ス トウ ヅ ド図 書 館 蔵 。(1908年10月8日)
 36「 キ ン レン カ」`Nasturtiums'白 ガ ラス に 油彩 。12×10 in.。 マ ー ガ レ ヅ ト ・ニ 一ーダ
  ム夫 人 蔵 。(1908年)
 37「 夕暮 れ の風 景 」`Evening Scene'水 彩 。51/4×61/2 in.。 マ ー ヴ ィ ン ・レ ヴ ィ氏
  蔵 。(1909年)
38「 風 車小 屋 の あ る風 景 」`Landscape with Windmill'鉛 筆 と水 彩 。16.7×22.2cm。
  テ サ サ ス大 学HRHRC所 蔵 。(1909年 頃)
39「 蚊 」 と 「蜂 」 の絵 。 水 彩 。15.8×10.4cm。 テ キサ ス大 学HRHRC所蔵 。(1909
  年12月23日)
40「 羊 の番 を す る羊 飼 い」`Shepherd tending Sheep'鉛 筆 と水 彩 。26×38cm。 テ キ
  サ ス大 学HRHRC所 蔵 。(1909年 頃)
41「 二 つ の林 檎 」`Two ApPles'水 彩 。73/4×101/4 in.。W. E.ク ラー ク氏蔵 。(1910
  年11月10日)
42「 オ レ ンジ市 場 」`Orange Market'水 彩 。14×20 in.。 W. E.ク ラ ー ク氏 蔵 。(1910
  年)
43「 糖 果 壺 とオ レン ジ」`AGinger Jar and Orange'水 彩 。10×12in.。 個 人蔵 。
  (1910年)
44「 牧 歌 」`An Idyll'水 彩 。101/2×51/tin.。 W. E.ク ラ ー ク氏 蔵 。(1911年)
 45「 牧 歌 」`An Idyll'水 彩 。 サ イ ズ不 詳 。 個 人 蔵 。(1911年)
46叔 母 エ イ ダの た め の 絵,不 明 。(1911年)
47「 漁 夫 の妻 」`AFisherman's Wife'水 彩 画(?)。 不 明 。(1911年)
48「 牧 歌 」`An Idyll'水 彩 。103/4 x 51/2in.。 ノ ッテ ィ ン ガ ム大 学 図 書 館 蔵 。(1911
  年)
 49「 牧 歌 」`An Idyll'水 彩 。 サ イ ズ不 詳 。個 人 蔵 。(1911年)
50「 女 の ス ケ ッチ 」`ASketch of a Woman'鉛 筆(?)。 不 詳 。(1911年)
 51「 コ ロー 風 な 風 景 」`Landscape after Corot'水 彩 。71/4×91/2in.。 W・E・ ク ラ
  ー ク氏蔵 。(1911年?)
 52「 虎 の頭 部 」`Tiger's Head'木 炭 。8×61/4 in.。 W. E.ク ラ ー ク氏蔵 。(1911年)
 53「 虎 の 頭 部 」`Head of Tiger'画 用 紙 に 鉛 筆 と 水 彩 。18×14cm。 テ キ サ ス 大 学
  HRHRC所 蔵 。(1911年 頃)
54「 荒 野 の 嵐 」`Wind on the Wold'水 彩 。11×211/4in.。 ノ ッテ ィン ガ ム大 学 図 書
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 館 蔵 。(1911年)
55「 海 の風 景 」`Seascape'パ ス テ ル と水 彩 。6×8in.。 ノ ッテ ィ ンガ ム大 学 図 書 館 蔵 。
 (1911年 頃)
56「 花 の あ る花 瓶 」`AVase of Flowers'水 彩 。131/2×11in.。 ロレ ン ス生 地 記 念 館
 蔵 。(1912年)
57「 イ タ リァの 湖 水 風 景 」`Italian Lake Scene'水 彩 。11×14in.。 個 人 蔵 。(1912年
 頃)
58「 『息 子 と恋 人 』 のた め の デ ザ イ ン」`Design for S・ns and Lovers'紙 に鉛 筆 。
 14.3x13cm。 下 描 き,14×13cm。 テ キサ ス大 学HRHRC所蔵 。(1913年)
59「 『息 子 と恋 人 』 の ため の デ ザ イ ン」`Design for Sons and Lowers'紙 に 鉛 筆 。
 20.5x13.3cm。 テ キ サ ス大 学HRHRC所蔵 。(1913年)
60「 人 物 の い る風 景 」`Landscape with Figure'水 彩 。61/2 x 131/4in.。 メア リー ・
 ウ ッ ド夫 人 蔵 。(1913年 頃)
61「 人物 のい る風 景 」`Landscape with Figure'水 彩 。61/2×121/2in・ 。 W. E.ク
 ラ 一ーク氏 蔵 。(1913年 頃)
62「 舟 とイ タ リア風 景 」`ltalian Scene with Boat'水 彩 。81/2×131/4in.。メ ア リ
 ー ・ウ ヅ ド夫 人 蔵 。(1913年)
63「 チ ュ ー リッ ヒ」`Zurich'水 彩 。10×12in.。 個 人 蔵 。(1913年)
64「 デ イ ビ ヅ ド ・ガ ー ネ ッ トの顔 」 鉛筆 で 素 描 。71/4×71/2in.。 デ イ ビ ッ ド ・ガ ー ネ
 ッ トが 所 有 して い た が,現 在 は所 在 不 明 。(1913年)
65「 虹 」`Rainbow'ペ ンで 素 描 。 ハ リー ・T・ ム ア氏 蔵 。(1915年)
66「 ジ オ ッ ト作 『ヨア キ ム と羊 飼 い 』 の複 製 画 か ら の模 写 」 ℃opy from a print of
 Giotto's"Joachim and the Shepherd"水 彩 。73/4×83/10 in.。 ハ リー ・T・ ム
 ァ氏蔵 。(1915年 頃)
67「 花 と鳥 の デ ザ イ ン」 木 箱 に装 飾 。10×51/2×21/4in.。個 人 蔵 。(1915年 頃)
68「 不 死 鳥 」 の デ ザ イ ン(1915年)
69装 飾 木 鉢 個 人 蔵 。 (1919年)
70題 名 不 明(1919年)
71「 フ ラ ・ア ンジ ェ リ コ作 『エ ジ プ トへ の 逃避 』(`Flight into Egypt',1450-53)の 複
 製 画 か らの模 写 」 水 彩。10xllin.。 個 人 蔵 。(1919年 頃)
72ピ エ ロ ・デ ィ ・コジ モ の 「プ ロ ク リス の死 」(`Death of Procris',1490)の 模 写 。 水
 彩 。所 在 不 明 。 (1919年 頃)
73ロ レ ン ツ エ ッテ ィ作 「テ ーベ の 隠 修 士 の生 活 」(`Thebaid')の 模 写 。 水 彩(?)。 所
 在 不 明 。(1921年)
74マ ザ ッチ オ作 「マ ギ の礼 拝 」(`Adoration of the Magi')の 模 写 。水 彩 。所 在 不 明 。
 (1921年)
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75「 カ ン ガル ・ー」`Kangaroo'紙 に 鉛 筆 。21×15.5cm。 テ キサ ス大 学HRHRC所 蔵 。
 (1923年 頃)
76「 カ ン ガル`.」`Kangaroo'紙 に 鉛 筆 。 テ キサ ス大 学HRHRC所蔵 。(1923年 頃)
77「 花 」`Flowers'透 写 紙(ト レー シ ン グ ・ペ ー パ ー)に 水 彩 〔Brush Drawing〕 。
 21×16.5cm。 テ キ サ ス大 学HRHRC所蔵 。(1923年 頃)
78「 木 」`Trees'透 写 紙 に 水 彩 〔Brush Drawing〕 。21×16.5cm。 テ キ サ ス 大 学
 HRHRC所 蔵 。(1923年 頃)
79詩 集 『鳥,獣,花 』(Birds, Beast and Flowers,1923)の た め の デ ザ イ ン 鉛 筆 。
 テ キ サ ス大 学HRHRC所 蔵 。(1923年 頃)
80詩 集 『鳥,獣,花 』(Birds,.Beast and Flowers,1923)の カパ ーの た め の素 描 透
 写 紙 に鉛 筆 。21.2×13.7cm。 テ キ サ ス大 学HRHRC所蔵 。(1923年 頃)
81詩 集 『鳥,獣 花 』(Birds, feast and Flowers,1923年)の表 紙 に使 用 され た デ ザ
 イ ン。
82詩 集 誌 『稼 欄 』(Palms)の 表 紙 の た め の デ ザ イ ン 水 彩 。 テ キ サ ス大 学HRHRC所
 蔵 。(1923年)
83「 燕 」 の パ ッチ ワー ク 布 地,羽 に よ る貼 り付 け と水 彩 。名 刺 大 。10.6×6.4cm。 ク
 ヌ ド ・メ リル ド宛 て の 手 紙 。 テ キ サ ス大 学HRHRC所 蔵 。(1923年10月6日)
84『 ア メ リカ古 典 文 学 研 究 』(Studies in Classic American Literature,1923)の カ
 パ 一ーの た め の デ ザ イ ン 透 写 紙 に 鉛 筆 。27.8×21.2cm。 テ キ サ ス大 学HRHRC所
 蔵 。(1923年 頃)
85窓 ガ ラ スに 装 飾 画 油 彩 。 メ イベ ル ・ ドッジ ・ル ーハ ンの 家 。(1924年)
86室 内 の ドア に装 飾 画 花 の デザ イ ン。 油 彩 。メ イ ベ ル ・ドッジ ・ル ー ハ ン の家 。(1924
 年 頃)
87室 内 の ドアに 装 飾 画 花 の デ ザ イ ン。 油 彩 。ル ミナ現 代 美 術 館 内 。(1924年 頃)
88コ ー ン ・ダ ンサ ー た ち の ス ケ ヅチ 鉛 筆 と水 彩 。(1924年)
89コ ー ン ・ダ ンサ ー た ち の ス ケ ッチ ペ ンで 素 描 。(1924年)
90「 笑 い馬 」`The Laughing Horse'ペ ンで 素 描 。(1924年)
91「 パ ン ジー の花 床 に い る悪 い女 の子 」`The Bad Girl in the Pansy Bed'鉛 筆 で
 素 描 。(1924年)
92「 °ン ジー の花 床 に い る悪 い 女 の子 」`The Bad Girl in the Pansy Bed'(1924年)
93「 ピ ン クの家 」 の装 飾 ペ ンキ で彩 色 。(1924年)
94「 ピン クの 家 」 の扉 の装 飾 材 木 に絵 の 具,あ るい は ペ ンキ。(1924年)
95「 ピ ン クの家 」 の便 所 ペ ンキ 。(1924年)
96「 向 日葵 を持 った 男 」 の 模 写 不 詳 。 (1924年)
97椅 子 木 製 に彫 刻,ペ ンキ で仕 上 げ 。(1924年)
98「 双 頭 の不 死 鳥 」`Double-Headed Phoenix'ブ リキ製 。(1924年 頃)
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99『 叢 林 の 少陣 』(丁 舵Boy an the Bush,1924)の 表 紙 の た め の デ ザ イ ン 鉛 筆 と黒
絵 の具 。(1924年)
100「 タオ ス の農 場 」`The Ranch at Taos'油 彩 。26.7×35.5cm。 個 人蔵 。(1924-25
 年)
101イ ンデ ィア ンの 踊 り`Indian Dance'水 彩 。(1924-25年)
102「 ミ トラへ の道 」`The Road to Mitla'油 彩 。 サ ン タ ・フ ェ,ジ ョン ・ハ ーベ イ ・
 コ レクシ ョン蔵 。(1925年 頃)
103「 ニ ュー メ キ シ コの風 景 」`Landscape, New Mexico'水 彩 。9×18in.。 旧 ・故 サ
 キ ・カ ラヴ ァス氏 蔵 。現 在 不 明 。(1924-25年)
ユ04「ニ ュ ー メ キ シ コ,カ イ オ ア農 場 」`The Kioa Ranch, New Mexico'油 彩 。23 x
 47in.。 旧 ・故 サ キ ・カ ラ ヴ ァス氏 蔵 。 現 在 は 故 サ キ ・カ ラヴ ァス 氏 の親 友 で あ った
 トム ＆バ ー バ ラ ・マ ッカ ー シ ー夫 妻 所 蔵 。(1925年)
105ビ ザ ンチ ン風 鳥 と花 の装 飾 画 シ ル クの ハ ン カチ ー フ(?)ノ ッテ ィ ン ガ ム大 学 ロ レ
 ン ス研究 所 所 蔵 。(1925-26年)
106題 名 不 明 油 彩 。 エ ドワー ド ・ネ ー ル ズ 氏 所蔵 。(1926年 頃)
10了刺 繍 不 詳 。(1926年)
108豹 を 描 い た 刺 繍29.2x36.9cm。(年代 不 詳)
109釈 迦 の刺 繍 の下 書 き(フ リー ダの 刺 繍) テ キ サ ス大 学HRHRC所蔵 。(年 代 不 詳)
lIOド ロシ ー(「 ア ラベ ラ」)・ ヨー クの 肖像 油 彩 。所 在 不 明。(1926年)
111「聖 家 族 」`AHoly Family'油 彩 。26x30in.。 旧 ・故 サ キ ・カ ラ ヴ ァス氏 蔵 。現
 在 は ホ テ ル,ラ ・フ ォ ンダ女 性 オ ー ナ ー,ジ ュデ ィス ・ヴ ァ ン ・ク リー ヴ氏 所 蔵 。
 (1926年)
lI2「 ポ ッカ ッチ ョ物 語 」`Boccaccio Story'油 彩 。28 x47in.。 テ キ サ ス大 学HRHRC
 所 蔵 。(1926年)
ll3「 アマ ゾ ン との戦 い」`Fight with an Amazon'油 彩 。39 x 29in.。 旧 ・故 サ キ ・カ
 ラ ヴ ァス 氏蔵 。現 在 は ホ テ ル,ラ ・フ ォ ン ダ女 性 オ ー ナ ー,ジ ュ デ ィス ・ヴ ァ ン ・ク
 リー ヴ氏蔵 。(1926年)
114「黒 人 の 結 婚 」`Negro Wedding'油 彩(?)。 所 在 不 明 。(1927年)
115「水 浴 す る男 た ち」`Men Bathing'油 彩 。17 x 191/2 in.。 タル サ 大 学 蔵 。 (1926
 年)
116「赤 い柳 の木 」`Red Willow Trees'勃 由彩 。26×4]. in.。 旧 ・故 サ キ ・カ ラ ヴ ァス 氏
 蔵 。現 在 は ホ テ ル,ラ ・フ ォ ンダ女 性 オ ー ナ ー,ジ ュデ ィス ・ヴ ァ ン ・ク リー ヴ氏 所
 蔵 。(1927年)
111「楽 園 へ の飛 行 帰 還 」`Flight Back into Paradise'油 彩 。39×58in.。 旧 ・故 サ
 キ ・カ ラ ヴ ァス 氏蔵 。現 在 は ホ テル,ラ ・フ ォ ン ダ女 性 オ ー ナ ー,ジ ュデ ィス 咲ヴ ァ
 ン ・ク リ 一ーヴ氏蔵 。(1927年)
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118「復 活 」`Resurrection'油 彩 。38×38 in.。 テ キ サ ス大 学HRHRC所 蔵 。(1927年)
lI9「花 」 水 彩 。所 在 不 明 。(1927年)
120「 男 に跳 び か か る豹 」`Jaguar Leaping at a Man'油 彩 。141/2×281/2in.。テ
 キサ ス大 学HRHRC所 蔵 。(1927年11月6日)
121「林 檎 を 投 げ 返 す 」`Throwing Back the ApPle'水 彩 。9×12in.。 所 在 不 明 。
 (1927年)
122「 マ ン ゴの 木 」`The Mango Tree'水 彩 。9×12in.。 所 在 不 明 。(1927年)
123「 煙 草 」 ℃igarette'不 詳 。(1928年)
124「火 の踊 り」`Fire Dance'水 彩 。9×12in.。 マ ー シ ャル ・フ ロー ム氏 所 蔵 。 (1928
 年)
125炎 か ら甦 る不 死 鳥 の デ ザ イ ン(1928年)
126「 あ くび 」`Yawning'水 彩 。9×12 in.。 ゼ イ ツ リン＆ ヴ ェル グ ラ ッシ ュ蔵 。(1928
 年)
1ZT「 トカ ゲ」`The Lizard'水 彩 。9×12in.。 所 在 不 明 。(1928年)
128「干 し草 の 山 の下 で」`Under the Hay-Stack'水 彩 。9×12 in.。 所 在 不 明 。(1928
 年)
1Z9「 タ ンポ ポ」`Dandelions'水 彩 。 メ リ ッサ ・パ ー トリッ ジ夫 人 蔵 。(1928年)
130「 サ ビネ族 の女 た ち の略 奪 」`Rape of the Sabine Women'油 彩 。12×16in・ 。 旧 ・
 故 サ キ ・カ ラ ヴ ァス氏 蔵 。現 在 は ホテ ル,ラ ・フ ォ ンダ女 性 オ ー ナ._..,ジ ュ デ ィス ・
 ヴ ァ ン ・ク リー ヴ氏所 蔵 。(1928年)
131「 モ ー ゼ の発 見 」`Finding of Moses'油 彩 。18x15in・ 。 エ ール 大 学 図 書 館 蔵 。
 (1928年)
ユ32「半 獣 神 とニ ン フ」`Fauns and Nymph'油 彩 。38×32in.。 旧 ・故 サ キ ・カ ラヴ ァ
 ス氏 蔵 。現 在 は ホ テル,ラ ・フ ォ ンダ女 性 オ ー ナ ー,ジ ュデ ィス ・ヴ ァ ン ・ク リー ヴ
 氏 所 蔵 。(1928年)
133「 ヴ ェ ラ ン ダ の家 族 」`Family on a Verandah'油 彩 。14×19in・ 。 ベ テ ィ ・コ ッタ
 ム夫 人 蔵 。(1928年)
114「 ミレ ン ダ荘 」`Behind the Villa Mirenda'油 彩 。191/2×16in.。 テ キ サ ス大 学
 HRHRC所 蔵 。(1928年)
135「牛 を 連 れ て 仕 事 に 行 く ピエ トロ ・ピー 二」`Pietro Pini Leading His Oxen to
Work'所 在 不 明。(1928年)
136「 ク ロー ズ ・ア ップ(接 吻)」 ℃lose-Up, Kiss'油 彩 。15×18in.。 旧 ・故 サ キ ・カ
 ラ ヴ ァ ス氏蔵 。現 在 は ホ テ ル,ラ ・フ ォ ン ダ女 性 オ ー ナ ー,ジ ュデ ィス ・ヴ ァ ン ・ク
 リー ヴ氏蔵 。(1928年)
137「 馬 を つ か ま え る太 陽 男 た ち 」`Sun-Men Catching Horses'所 在 不 明 。(1928年)
138「 偉大 な る太 陽 」`The Greater Sun'水 彩 。 南 イ リノ イ大 学,モ リス ・ラ イ ブ ラ リ
sa
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 一 所 蔵 。(1928年)
139「炭 坑 事 故 」`Accident in a Mine'油 彩 。161/4×131/4in・ 。 所 在 不 明 。(1928
 年)
140「乳 白 色 の 女 と黒 くス ス で汚 れ た鍛 冶屋 」`The Milk White Lady and the Coal-
 Black Smith・ 画 用 紙 に 鉛 筆 と水 彩 。26.8×35cm。 テ キ サ ス大 学HRHRC所蔵 。
 (1928年)
141r農 夫 」`Co皿tadini'油 彩 。16 x Y3in.。 所 在 不 明 。(1928年)
142「北 海 」`North Sea'油 彩 。16 x 13in・。 焼 失?(1928年)
143「花 」`AFlower'不明 。(1928年)
144「 エ トル リア壁 画 ・デ ザ イ ン」`Etruscan Design'キ ャ ンバ スに 刺 繍 。131/2 xll
 in.。 A. S.フ レー レ氏蔵 。(1927-28年)
145「砂 の 中 の炎 」`Fire in the Sand'油 彩 。19×24cm。 所 在 不 明 。(1928年)
146「 ピエ タ」`Pieta'油 彩 。24 x 19cm。 所 在 不 明(1928年)
14了「レ ダ」`Leda'水 彩 。9×12 in.。 S.エ ッ ク マ ン ・Jr.氏 蔵 。(1928年)
198「 男 た ち の再 生 」`Renascence・f Men'水 彩 。9×12in.。 所 在 不 明 。(1928年)
149「 ダ ンス ・ス ケ ッチ 」`Dance Sketch'油 彩 。15×17in.。 旧 ・故 サ キ ・カ ラ ヴ ァス
 氏 蔵 。現 在 は ホ テル,ラ ・フ ォ ンダ女 性 オ ー ナ ー,ジ ュデ ィス ・ヴ ァ ン ・ク リー ヴ氏
 蔵 。(1928-29年)
150「電 気 を帯 び た 裸 体 」`Electric Nude'ペ ンで 素 描 。 マ ン ドレイ ク社 版,『D.H.ロ
 レ ンス絵 画 集 』 の奥 付 。(1929年)
151「 台所 の ヴ ィー ナ ス」`Venus in the Kitchen'水 彩 。23×16cm。 東 京 ・北 澤 書 店
 蔵 。(1929年)
152「春 」`Spring'油 彩 。所 在 不 明 。(1929年)
153「 夏 の夜 明け 」`Summer Dawn'油 彩 。9x12in.。 旧 ・故 サ キ ・カ ラ ヴ ァス氏 蔵 。
 現 在 は ホ テル,ラ ・フ ォ ンダ女 性 オ ・ーナ ー,ジ ュ デ ィス ・ヴ ァ ン ・ク リー ヴ氏 所 蔵 。
 (1929年)
154「夏 の 夜 明け 」`Summer Dawn'水 彩 。不 詳 。(1929年)
155「春 」`Spring'水 彩 。9×12in・ 。 所 在 不 明 。(1929年)
156「 白 鳥 の歌 」`Singing of Swans'水 彩 。9x12 in.。 所 在 不 明 。(1929年)
151自 画 像 ペ ンに よ る素 描 。(1929年)
158『 逃 げ た 雄 鶏 』 (Title page design mounted onto letterpress page 286-296
 detached from Forum)書 簡 紙 上 に 鉛 筆 と水 彩 。鶏 の絵 。23×14.7cm。 テ キサ ス大
 学HRHRC所 蔵 。(1929年)
159死 ん だ 男 とイ シ ス(?)水 彩 。(1929年)
160『逃 げ た雄 鶏 』 の た め の デ ザ イ ン`Motives for the End-Pieces'メ モ用 紙 に 赤 色
 の 水 彩 。14.4×20.6cm。 テ キ サ ス大 学HRHRC所蔵 。(1929年)
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161『 逃 げ た雄 鶏 』 の た め の デザ イ ン`Motives for the End-Pieces'メ モ用 紙 に赤 色
 の水 彩 。12.5×21cm。 テ キ サ ス大 学HRHRC所蔵 。(1929年)
16Z『 逃 げ た雄 鶏 』 の巻 頭 お よび 巻 末 の挿 絵4点 。 ブ ラ ッ ク ・サ ン ・プ レス社 版 ・初 版 。
 (1929年)
※ ケ ンブ リッジ版 『書 簡 集 』(8巻)か ら調 べ て み る と,次 の25件 の手 紙 の 中 に,ロ レ
ンス が ス ケ ッチ を 描 き入 れ て い る こ とが 分 か る。残 念 な が らそ れ らは 『書 簡 集 』 の 中 に
掲 載 され て い な い 。 そ れ らは ち ょっ とした 素 描 や 地 図 で あ るが,ロ レ ンス の絵 画 作 品 の
一 環 として参 考 にす れ ば 興 味 深 い だ ろ う。
①1912年1月7日 付 け,May Holbro・k宛 て(ボ ー ン マ ス の湾 の ス ケ ッチ)
②1912年1月28日 付 け,Louie Burrows宛 て(ボ ー ンマ ス の プ ール とい うと ころ の
  地 図)
③1912年9月11日 付 け,David Garnett宛 て(虹,ツ ル ボ ラ ン,キ ャベ ツの ス ケ ッ
  チ)
④1912年11月9日 付 け,David Garnett宛 て(イ タ リアの 風 景)
⑤1912年12月29日 付 け,David Garnett宛 て(だ ら し ない ライ オ ンの絵)
⑥1915年1月3日 付 け,S. S. K・teliansky宛 て(「 ラー ナ ー ニ ム」 の 紋 章 。2箇 所)
⑦1915年2月1日 付 け,S. S. Koteliansky宛 て(木 箱 の ス ケ ッチ)
⑧1915年3月4日 付 け,Lady Ottoline Morrel1宛 て(ゴ ヅホ の 「跳 ね 橋 」 の ス ケ
  ッチ)
⑨1915年3月10日 付 け,S・S. Koteliansky宛 て(ス ライ ド式 の 蓋 の 付 い た 木 箱 の
  絵?)
⑩ ユ915年11月22日 付 け,Lady Ott・line M・rrell宛 て(ニ ュ ー ヨー クか ら フ ロ リダ
  に か け て の ア メ リカ海 岸 の 地 図)
⑪19ユ5年11月28日 付 け,Lady Ottoline Morrell宛 て(ニ ュ ー ヨー クか ら フ ロ リダ
  に か け て の ア メ リカ海 岸 の 地 図)⑩ と同 じ よ うな地 図 だ ろ う。
⑫1916年3月5日 付 け,J・hn Middleton MurryとKatherine M ns丘eld宛 て(コ
  ー ンオ ール のTinners Armsの ス ケ ッチ)
⑬1916年5月30日 付 け,Barbara R・w宛 て(⑫ と同 じ よ うな ス ケ ヅチ だ ろ う)
⑭1917年6月9日 付 け,Cecil Gray宛 て(樫 の木 製 の古 い ベ ンチ の絵?)
⑮1917年11月17日 付,Lady Cynthia Asquith宛 て(ロ ン ドン,メ ッ ク レンパ ラ広
  場 の地 図)
⑯1918年1月20日 付 け,Leonard Woolf宛 て(ハ ー ミテ ー ジ,チ ャペ ル ・フ ァー ム ・
  コテ ジの 見 取 り図)
⑰1919年12月16日 付 け,Rosalind Bayness宛 て(革 製 の サ ン ダル と革 ひ も)
⑬1920年3月30日 付 け,Jessica Brett Young宛 て(イ ン クで家 を 描 き,車 道 に 杖 を
64
ロレンス絵画の全貌を読む
  ついた一人 の老女 が,「 老人 の家,寄 付 を歓 迎 します」 と書い た字幕 を持 ってい る
  素描)
⑲1922年9月22日 付 け,Earl Brewster宛 て(ニ ュー メキシ コの川,砂 漠,山 の風
  景)
⑳1923年12月25日 頃,John Middleton Murry宛 て(イ ンクで描 いた,不 死 鳥 と尻
  尾 を座 えた ウ ロボ ロスの蛇 の素描)
⑳1924年8月31日 付 け,Margaret King宛 て(カ イオア農場 の スケ ッチ)
⑳1926年5月12日 付けtReginald Turner宛 て(ミ レンダ荘 に通 じる地 図)
⑳1928年3月17日 付 け,Rolf Gardiner宛 て(ミ レンダ荘に通 じるス ケ ッチ風地 図)
⑳1928年4月25日 付け,Enid Hilton宛 て(ミ レンダ荘 に通 じるス ケッチ風地 図)
⑳ 1929年11月7日 付け,Frederic Carter宛 て(天 体 と占星学 の図)
ケ ン ブ リッ ジ版 『書 簡 集 』 に 掲 載 され て い るの は⑳ だ け であ る。1915年12月3日 付 け の
S.S. Koteliansky宛 て の 手 紙(ケ ン ブ リ ッ ジ版 には 掲 載 され て い ない)の 「不 死 鳥 と
旗 印」 と⑳ に つ い て は キ ー ス ・セ イ ガ ー著r図 説D.H.ロ レンス の 生 涯 』(The Life
of D, H. Lawrence, an illustrated biography, by Keith Sagar, Eyre Methuen,
1980,p.174)1こ 掲 載 され て い る。 ⑳ にこつ い て は ハ リー ・T・ ム ア,ウ ォー レ ン ・ロバ
ー ツ共 編 の 『D.H.ロ レ ンス 』(D. H. Lawrence, by Harry T. Moore and Warren
Roberts, Thames And Hudson,1966, P。107)に 掲 載 され てい る の で参 照 され た い 。
そ れ 以外 に つ い て は 残 念 な が ら 目下 不 詳 で あ る。
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